
古紙配合率⚑⚐⚐％再生紙を使用しています。

矯発行／狛江市　矯編集／企画財政部秘書広報室　〒⚒⚐⚑-⚘⚕⚘⚕ 狛江市和泉本町一丁目⚑番⚕号 察⚐⚓（⚓⚔⚓⚐）⚑⚑⚑⚑　ホームページ 　http://www.city.komae.tokyo.jp/
毎月⚑日・⚑⚕日発行⚑⚑⚑⚘号

平成 ⚒⚕ 年

⚑ ／ ⚑⚕
●⚒面…第二次狛江市子ども読書活

動推進計画（素案）に対す
る意見をお寄せください

●⚓面…教育委員・教育長が決まり
ました

●⚔・⚕面…障がい福祉サービスの
ご案内

●⚘面…子育て

今号の主なトピックス

⚑月⚑日現在人口と世帯数

前月比合 計
住民基本台帳

外国人日本人
⚑⚖減⚓⚗，⚗⚖⚒⚔⚐⚗⚓⚗，⚓⚕⚕男人　

口
⚒⚐増⚓⚙，⚓⚔⚗⚕⚐⚒⚓⚘，⚘⚔⚕女
⚔増⚗⚗，⚑⚐⚙⚙⚐⚙⚗⚖，⚒⚐⚐計
⚒⚖減⚓⚘，⚕⚐⚙⚔⚒⚔⚓⚘，⚐⚘⚕世帯数

※外国人世帯数は、外国人のみの世帯です。

防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　察0800（800）0504（通話料無料・24時間対応）
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昨
年
暮
れ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

午
後
ỏ
西
野
川
三
丁
目
の
愛
光

女
子
学
園
を
訪
問
し
ま
し
た
Ố

　

建
物
に
入
ỳ
て
間
も
な
く
ỏ

音
楽
室
か
ら
天
使
の
よ
う
な
歌

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
Ố　
⚑⚔

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
二
十
数
名

⚑⚙

の
懸
命
に
立
ち
直
ろ
う
と
す
る

ひ
た
む
き
さ
を
垣
間
見
る
思
い

で
し
た
Ố

　

昭
和　

年
に
狛
江
村
に
開
設

⚒⚔

さ
れ
た
女
子
少
年
院
Ố
在
院
者

は
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
建
物
の

中
で
過
ご
す
た
め
ỏ
狛
江
市
で

過
ご
し
た
と
い
う
実
感
の
無
い

ま
ま
ỏ
出
院
の
日
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
Ố

　

談
話
室
の
よ
う
な
場
所
で
ỏ

何
枚
か
の
絵
手
紙
を
見
つ
け
ま

し
た
Ố
院
長
か
ら
ỏ
市
民
の
方

に
時
折
ỏ
絵
手
紙
教
室
を
開
い

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
お

話
を
伺
い
ỏ
と
て
も
心
温
ま
る

思
い
が
し
ま
し
た
Ố
毎
年
ỏ
盆

踊
り
が
催
さ
れ
て
い
る
と
も
聞

き
ま
し
た
Ố

　

更
生
を
遂
げ
た
狛
江
の
地
の

思
い
出
の
断
片
と
し
て
ỏủ
狛
江

音
頭
Ứ
を
習
い
覚
え
て
も
ら
い
ỏ

旅
立
ỳ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
思

い
ま
し
た
Ố

⚙

市市
長長ココララ

ムム

市市 
長長コラ

　

コ
ラ
ムム

市市 
長長コラ

　

コ
ラ
ムム

狛
江
市
長　

高
橋　
 
都  
彦 

く
に 
ひ
こ

「ひろがれ絵手紙の輪」全国から届いた

佐
橋
薫
さ ん 

寺
前
ヒ
サ
エ
さ ん 

藤
澤
和
子
さ ん 

三
沢
礼
子
さ ん 

星
野
晃
男
さ ん 

内
海
フ
ク
子
さ ん 

白
渡
峰
子
さ ん 

山
岸
静
子
さ ん 

大
和
田
カ
ヨ
さ ん 

廣
澤
光
子
さ ん 

中
田
明
子
さ ん 

作
道
と
き
江
さ ん 

松
巾
正
子
さ ん 

尾
上
真
奈
美
さ ん 

奈
尾
洋
理
子
さ ん 

小池邦夫さん（市内在住・日本絵手紙協会会長）からの感謝の絵手紙

　
ủ
出
会
い
Ứ
を
テ
ồ
マ
に
ỏ
全
国
か
ら
届
い
た
全
⚖
埀⚔
⚕
⚙
点
の
絵

手
紙
を
展
示
し
ま
す
Ố
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố
ま
た
ỏ
受
賞
作
品
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
エ
コ
バ
ỽ
グ　

種
類
の
販
売
も
行
い
ま
す
Ố

⚒⚐

ờ
問
い
合
わ
せ
Ởủ
絵
手
紙
発
祥
の
地
們
狛
江
Ứ
実
行
委
員
会
事
務
局

ớ
地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
Ờ

小
林
美
千
子
さ ん 

村
川
尚
子
さ ん 

渡
辺
栄
子
さ ん 

長
島
勝
治
さ ん 

坂
下
ま
る
み
さ ん 

受賞作品 ⚒⚐受賞作品　　⚒⚐点点

テーマ　出会い

ủ
ひ
ろ
が
れ
絵
手
紙
の
輪
Ứ 

絵
手
紙
展
示

▽
市
役
所
⚒
階
ロ
ビ
ồ　
ờ
期
間
Ở⚑

月　

日
晶
Ỗ
⚒
月　

日
昌
ớ
土
・
日

⚒⚕

⚑⚓

曜
日
ỏ
祝
日
を
除
く
Ờờ
時
間
Ở
午
前

⚘
時　

分
Ỗ
午
後
⚕
時
※
⚑
月　

日

⚓⚐

⚒⚗

掌
は
ỏ
午
前
⚙
時
か
ら
午
後
⚑
時
ま

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
Ố

▽
泉
の
森
会
館　
ờ
期
間
Ở⚓
月
⚑
日

晶
Ỗ
⚔
日
捷
ờ
時
間
Ở
午
前　

時
Ỗ

⚑⚐

午
後
⚕
時

絵
手
紙
エ
コ
バ
ỽ
グ
販
売

ờ
販
売
日
Ở
⚑
月　

日
晶
か
ら

⚒⚕

ờ
販
売
場
所
Ở
狛
江
市
商
工
会
ỏớ
一

財
Ờ
狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
ớ
エ

コ
ル
マ
ホ
ồ
ル
⚕
階
事
務
室
Ờỏ泉
の

森
会
館

ờ
価
格
Ở
⚓
⚘
⚐
円

市
内
全
て
の
道
路
の
放
射
線
量

測
定
調
査
を
行
い
ま
す

　

放
射
能
対
策
を
よ
り
強
化
し
ỏ
安

心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境

を
作
る
た
め
ỏ
都
内
で
は
初
の
取
り

組
み
と
し
て
携
帯
型
環
境
放
射
線
測

定
器
を
導
入
し
ỏ走
行
サ
ồ
ベ
イớ
道

路
を
走
行
し
な
が
ら
測
定
す
る
手

法
Ờ
を
実
施
し
ま
す
Ố

　

市
独
自
に
全
て
の
道
路
の
空
間
放

射
線
量
を
詳
細
に
測
定
・
公
表
し
ỏ

市
内
全
域
の
放
射
線
量
の
ủ
見
え
る

化
Ứ
を
行
い
ỏ
通
学
路
や
生
活
空
間

の
安
心
に
つ
な
げ
ま
す
Ố

　

走
行
サ
ồ
ベ
イ
に
よ
ỳ
て
出
た
測

定
値
は
ỏ
そ
の
地
点
の
空
間
放
射
線

量
だ
け
で
な
く
ỏ
周
辺
の
線
量
率
を

反
映
し
た
も
の
を
示
す
た
め
ỏ
地
域

線
量
を
面
的
に
把
握
で
き
ま
す
Ố

ờ
測
定
機
器
Ở
携
帯
型
環
境
放
射
線

測
定
器
ớ
位
置
情
報
と
共
に
測
定
デ

ồ
タ
が
記
録
さ
れ
ま
す
Ờ

ờ
測
定
方
法
Ở
市
内
の
道
路
ớ
都
道
・

市
道
・
一
般
の
方
が
通
行
で
き
る
私

道
Ờ
の
地
上
高
⚑
杓
で
の
測
定
を
徒

歩
等
で
行
い
ま
す
Ố

※
交
通
へ
の
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

ờ
測
定
時
期
Ở
⚑
月
下
旬
Ỗ
⚒
月
末

※
私
道
の
測
定
は
⚑
月　

日
昌
か
ら

⚓⚐

行
い
ま
す
Ố
調
査
に
支
障
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

ờ
測
定
結
果
Ở
市
役
所
等
で
地
図
に

記
し
た
台
帳
を
閲
覧
で
き
る
他
ỏ
市

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
ớ
⚓
月
末
に
公
表
予
定
ỜỐ

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
環
境
政
策
課
環
境

保
全
係

携帯型環境放射線測定器

平成２５年 
１／１５ 
１１１８号 
 
１月１日現在人口と世帯数 
　住民基本台帳　合　計　前月比 
日本人　外国人 
人　口　男　３７，３５５　４０７　３７，７６２　１６減 
女　３８，８４５　５０２　３９，３４７　２０増 
計　７６，２００　９０９　７７，１０９　４増 
世帯数　３８，０８５　４２４　３８，５０９　２６減 
※外国人世帯数は、外国人のみの世帯です。 
 
 
今号の主なトピックス 
●２面…第二次狛江市子ども読書活動推進計画（素案）に対する意見をお寄せください 
●３面…教育委員・教育長が決まりました 
●４・５面…障がい福祉サービスのご案内 
●８面…子育て 
 
 
 
全国から届いた「ひろがれ絵手紙の輪」 
テーマ　出会い 
 
　「出会い」をテーマに、全国から届いた全６,４５９点の絵手紙を展示します。ぜひご覧ください。また、受賞作品をデザインしたエコバッグ２０種類の販売も行います。 
〔問い合わせ〕「絵手紙発祥の地－狛江」実行委員会事務局（地域活性課市民文化係） 
 
「ひろがれ絵手紙の輪」絵手紙展示 
 
▽市役所２階ロビー　〔期間〕１月２５日(金)～２月１３日(水)（土・日曜日、祝日を除く）〔時間〕午前８時３０分～午後５時※１月２７日(日)は、午前９時から午後１時までご覧になれます。 
▽泉の森会館　〔期間〕３月１日(金)～４日(月)〔時間〕午前１０時～午後５時 
 
絵手紙エコバッグ販売 
 
〔販売日〕１月２５日(金)から 
〔販売場所〕狛江市商工会、（一財）狛江市文化振興事業団（エコルマホール５階事務室）、泉の森会館 
〔価格〕３８０円 
 
 
小池邦夫さん（市内在住・日本絵手紙協会会長）からの感謝の絵手紙 
 
受賞作品　　２０点 
 
佐橋薫さん 
廣澤光子さん 
白渡峰子さん 
三沢礼子さん 
松巾正子さん 
寺前ヒサエさん 
中田明子さん 
山岸静子さん 
星野晃男さん 
尾上真奈美さん 
藤澤和子さん 
作道とき江さん 
大和田カヨさん 
内海フク子さん 
奈尾洋理子さん 
長島勝治さん 
渡辺栄子さん 
村川尚子さん 
小林美千子さん 
坂下まるみさん 
 
 
 
市内全ての道路の放射線量測定調査を行います 
 
　放射能対策をより強化し、安心して子どもを育てられる環境を作るため、都内では初の取り組みとして携帯型環境放射線測定器を導入し、走行サーベイ（道路を走行しながら測定する手法）を実施します。 
　市独自に全ての道路の空間放射線量を詳細に測定・公表し、市内全域の放射線量の「見える化」を行い、通学路や生活空間の安心につなげます。 
　走行サーベイによって出た測定値は、その地点の空間放射線量だけでなく、周辺の線量率を反映したものを示すため、地域線量を面的に把握できます。 
〔測定機器〕携帯型環境放射線測定器（位置情報と共に測定データが記録されます） 
〔測定方法〕市内の道路（都道・市道・一般の方が通行できる私道）の地上高１ｍでの測定を徒歩等で行います。 
※交通への支障はありません。 
〔測定時期〕１月下旬～２月末 
※私道の測定は１月３０日(水)から行います。調査に支障のある方はご連絡ください。 
〔測定結果〕市役所等で地図に記した台帳を閲覧できる他、市ホームページからもご覧になれます（３月末に公表予定）。 
〔問い合わせ〕環境政策課環境保全係 
 
携帯型環境放射線測定器 
 
 
 
市長コラム(９) 
 
　昨年暮れのクリスマスの午後、西野川三丁目の愛光女子学園を訪問しました。 
　建物に入って間もなく、音楽室から天使のような歌声が聞こえてきました。１４歳から１９歳までの二十数名の懸命に立ち直ろうとするひたむきさを垣間見る思いでした。 
　昭和２４年に狛江村に開設された女子少年院。在院者はほとんどの時間を建物の中で過ごすため、狛江市で過ごしたという実感の無いまま、出院の日を迎えることになります。 
　談話室のような場所で、何枚かの絵手紙を見つけました。院長から、市民の方に時折、絵手紙教室を開いていただいているというお話を伺い、とても心温まる思いがしました。毎年、盆踊りが催されているとも聞きました。 
　更生を遂げた狛江の地の思い出の断片として、「狛江音頭」を習い覚えてもらい、旅立ってほしいものだと思いました。 
 
狛江市長　高橋　都彦（くにひこ）



広報こまえ　平成 ⚒⚕ 年（⚒⚐⚑⚓ 年）⚑ 月 ⚑⚕ 日　嘩

狛江市役所　察 （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/　  @KomaeCityFAX HP Twitter
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成
人
式
の
移
り
変
わ
り

　

成
人
の
日
は
ỏủ
大
人
に
な
ỳ
た
こ

と
を
自
覚
し
ỏ
自
ら
生
き
抜
こ
う
と

す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
Ứ
日
と
し

て
ỏ
昭
和　

年
に
改
正
さ
れ
た
祝
日

⚒⚓

法
に
よ
ỳ
て
初
め
て
制
定
さ
れ
た
Ố

狛
江
町
で
は　

年
⚑
月　

日
に
第
⚑

⚒⚙

⚑⚕

回
の
成
人
式
を
行
ỳ
て
い
る
Ố
そ
の

頃
は
ま
だ
公
民
館
や
体
育
館
が
な
く
ỏ

第
一
小
学
校
の
⚓
つ
の
教
室
の
仕
切

り
を
外
し
て
細
長
い
会
場
に
し
た
り
ỏ

　

年
か
ら
は
校
庭
ớ　

年
の
み
中
学

⚓⚘

⚓⚙

校
Ờ
に
紅
白
幕
を
張
り
巡
ら
せ
て
式

典
を
挙
げ
て
い
た
Ố

　

式
の
内
容
は
ỏ
町
長
ỏ
議
長
な
ど

町
の
主
だ
ỳ
た
人
の
祝
辞
や
講
演
ỏ

新
成
人
代
表
の
誓
い
の
言
葉
と
記
念

品
や
花
束
の
贈
呈
だ
ỳ
た
が
ỏ
主
催

者
が
教
育
委
員
会
と
選
挙
管
理
委
員

会
と
い
う
と
こ
ろ
に
新
し
い
時
代
の

姿
が
現
れ
て
い
た
Ố
記
念
品
は
ア
ル

バ
ム
や
成
人
手
帳
ỏ
国
語
辞
典
ỏ
朱

肉
セ
ỽ
ト
な
ど
ỏ
年
度
に
よ
ỳ
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
ỳ
た
Ố

　

昭
和　

年
に
な
る
と
服
装
が
華
麗

⚓⚙

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
注
意
が

出
て
ỏ　

年
代
後
半
に
な
る
と
女
性

⚔⚐

の
多
く
は
着
物
姿
だ
ỳ
た
と
い
う
Ố

　

昭
和　

年
に
は
ỏ
前
年
に
中
学
校

⚔⚑

に
体
育
館
が
で
き
た
こ
と
も
あ
ỳ
て

成
人
式
も
そ
こ
で
行
う
よ
う
に
な
ỳ

た
Ố
そ
し
て
翌
年
か
ら
⚔
年
間
ỏ
式

典
の
後
ỏ
こ
れ
も
新
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
狛
江
町
集
会
場
で
ダ
ン
ス
・
ゲ

ồ
ム
な
ど
レ
ク
リ
エ
ồ
シ
ἀ
ン
を
行

ỳ
て
い
る
Ố
そ
の
後
ỏ　

年
代
か
ら

⚕⚐

　

年
代
に
か
け
て
は
市
内
の
少
年
少

⚖⚐女
に
よ
る
合
唱
や
オ
ồ
ケ
ス
ト
ラ
を

聴
く
こ
と
が
多
く
な
ỳ
て
い
る
Ố

　

昭
和　

年
に
は
新
し
く
で
き
た
第

⚔⚓

二
中
学
校
の
体
育
館
で
行
ỳ
た
が
ỏ

次
の
年
か
ら
ま
た
第
一
中
学
校
に
戻

り
ỏ　

年
に
は
新
築
さ
れ
た
第
一
小

⚔⚗

学
校
の
体
育
館
で
行
ỳ
て
い
る
Ố

　

昭
和　

年
に
は
現
あ
い
と
ぴ
あ
セ

⚔⚘

ン
タ
ồ
の
場
所
に
あ
ỳ
た
福
祉
会
館

が
完
成
し
ỏ
そ
の
中
に
立
派
な
ホ
ồ

ル
が
で
き
た
の
で
ỏ
福
祉
会
館
で
行

う
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
参
加
者
も

昭
和　

年
⚑
月　

日
か
ら　

年
⚔
月

⚒⚗

⚑⚖

⚒⚘

⚑
日
生
ま
れ
ま
で
の
方
が
招
待
さ
れ
ỏ

そ
れ
以
後
毎
年
⚔
月
⚒
日
か
ら
翌
年

⚔
月
⚑
日
生
ま
れ
ま
で
と
卒
業
年
度

に
合
わ
せ
て
再
会
を
喜
び
合
ỳ
た
Ố

　

そ
の
後
ỏ
新
成
人
の
数
が
増
え
⚑

回
で
は
入
り
き
ら
な
く
な
ỳ
た
た
め
ỏ

昭
和　

年
か
ら
は
一
中
・
四
中
と
二

⚖⚐

中
・
三
中
の
二
つ
の
地
域
に
分
け
て
ỏ

午
前
と
午
後
に
行
う
よ
う
に
な
ỳ
た
Ố

そ
し
て
平
成
元
年
に
は
新
成
人
⚑
埀

⚖
⚙
⚒
人
ớ
男
⚙
⚔
⚖
人
・
女
⚗
⚔

⚖
人
Ờ
と
最
高
に
達
し
た
Ố

　

平
成
⚒
年
か
ら
は
現
在
地
に
移
転

し
て
間
も
な
い
第
一
小
学
校
の
体
育

館
で
行
い
ỏ
再
び
市
内
一
斉
に
行
う

よ
う
に
な
ỳ
た
Ố
⚘
年
か
ら
は
で
き

た
ば
か
り
の
エ
コ
ル
マ
ホ
ồ
ル
で
行

い
ỏ　

年
か
ら
は
公
募
の
新
成
人
に

⚑⚐

よ
る
企
画
委
員
会
を
つ
く
り
ỏ
新
成

人
自
ら
の
手
で
ỏ
計
画
か
ら
運
営
ま

で
行
ỳ
た
Ố
展
示
・
多
目
的
室
を
使

ỳ
て
立
食
パ
ồ
テ
ỹ
を
行
い
ỏ
お
互

い
の
旧
交
を
温
め
る
と
同
時
に
ỏ小
・

中
学
校
時
代
に
お
世
話
に
な
ỳ
た
担

任
の
先
生
を
招
待
す
る
よ
う
に
な
ỳ

た
の
も
こ
の
年
か
ら
で
あ
る
Ố

　

そ
の
後
ỏ
平
成　

年
に
祝
日
法
が

⚑⚒

改
正
さ
れ
ỏ
成
人
の
日
が
⚑
月
第
⚒

月
曜
日
に
変
更
さ
れ
て
現
在
に
至
ỳ

て
い
る
Ố

　
　

井　

上　
　

孝

ớ
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
Ờ

－その　⚒⚒⚖　－

ờ
対
象
団
体
等
Ở
▽
市
民
団
体　

平

成　

年
度
中
に
エ
コ
ル
マ
ホ
ồ
ル
を

⚒⚕
使
用
予
定
で
ỏ
代
表
者
等
の
住
所
ỏ

団
体
の
事
務
所
お
よ
び
活
動
拠
点
が

市
内
に
あ
る
団
体
▽
新
人
・
若
手
ア

ồ
テ
ỹ
ス
ト　

市
内
に
⚒
年
以
上
居

住
の
満　

歳
以
下
の
方
ớ
⚔
月
⚑
日

⚓⚕

現
在
Ờ
で
ỏ
狛
江
市
文
化
振
興
事
業

団
の
公
演
等
事
業
に
協
力
で
き
る
方

ờ
対
象
事
業
Ở
支
援
決
定
後
に
行
う

事
業
で
次
に
該
当
す
る
も
の

▽
市
民
団
体　

市
内
で
行
わ
れ
る
文

化
芸
術
活
動
事
業
ỏ
創
造
的
か
つ
先

駆
的
な
事
業
ỏ
市
民
ニ
ồ
ズ
や
地
域

性
に
適
合
し
た
特
徴
あ
る
事
業
▽
新

Ỗ
自
分
ら
し
く
ỏ
あ
な
た
ら
し
く

Ỗ
自
分
ら
し
く
ỏ
あ
な
た
ら
し
く
ỖỖ

　

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
ỏ
市
が

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ồ

ネ
ỽ
ト
サ
イ
ト
ủ
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ồ
ク
シ
ἀ

ン
Ứ
へ
出
品
し
ỏ
競
り
売
形
式
の

公
売
を
行
い
ま
す
Ố
今
回
は
ブ
ラ

ン
ド
バ
ỽ
グ
や
時
計
を
出
品
し
ま

す
Ố

　

公
売
物
件
等
の
詳
細
は
市
ホ
ồ

わくわく元気！「狛江ランチ逸品」コンテスわくわく元気！「狛江ランチ逸品」コンテストト

ランチ券の使用期限ランチ券の使用期限はは　1111111111111111月月月月月月月月月月月月月月月月33333333333333331111111111111111日日日日日日日日日日日日日日日日㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭㈭ままままままままままままままままでででででででででででででででで1月31日㈭まで 　ですです

　ランチ券はコンテスト参加店（⚑⚕店舗）のランチタイム
の飲食に利用できます。詳細は市ホームページ等をご覧く
ださい。
〔問い合わせ〕地域活性課地域振興係

人
・
若
手
ア
ồ
テ
ỹ
ス
ト　

エ
コ
ル

マ
ホ
ồ
ル
ま
た
は
他
ホ
ồ
ル
等
で
実

施
す
る
事
業
ỏ
芸
術
性
豊
か
な
事
業

ờ
支
援
内
容
Ở
▽
市
民
団
体　

ホ
ồ

ル
基
本
使
用
料
お
よ
び　

万
円
を
上

⚒⚐

限
と
す
る
経
済
的
支
援
ỏ
事
業
団
職

員
お
よ
び
エ
コ
ル
マ
サ
ポ
ồ
タ
ồ
ズ

に
よ
る
人
的
支
援
▽
新
人
・
若
手
ア

ồ
テ
ỹ
ス
ト　
　

万
円
を
上
限
と
す

⚔⚐

る
経
済
的
支
援
ỏ
事
業
団
職
員
お
よ

び
エ
コ
ル
マ
サ
ポ
ồ
タ
ồ
ズ
に
よ
る

人
的
支
援

ờ
選
考
Ở
書
類
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ

ồ
シ
ἀ
ン
ớ
⚓
月
⚕
日
昇
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚒
月

　

日
捷
ま
で
に
ỏ
申
込
書
・
事
業
計

⚑⚘画
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
等
を
ớ
一

財
Ờ狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
察ớ
⚓

⚔
⚓
⚐
Ờ
⚔
⚑
⚐
⚖
ớ
火
曜
日
は
休

館
Ờ
へ
Ố

=
=

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

文
化
芸
術
活

文
化
芸
術
活
動動

を
支
援
し
ま

を
支
援
し
ま
すす

狛
江
市
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム

ム
ペ
ồ
ジ
ỏ
ま
た
は
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ

！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ồ
ク
シ

ἀ
ン
の
ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ờ
対
象
Ở
狛
江
市
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ

ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
厳
守

で
き
る　

歳
以
上
の
方
で
ỏ
公
売

⚒⚐

物
件
ご
と
に
指
定
し
た
公
売
保
証

金
を
提
供
で
き
る
方

ờ
下
見
会
Ở
⚑
月　

日
晶
午
前　

⚑⚘

⚑⚐

時
Ỗ
午
後
⚓
時
・
市
役
所
⚒
階
ロ

ビ
ồ

ờ
入
札
期
間
Ở
⚑
月　

日
昇
午
後

⚒⚙

⚑
時
Ỗ　

日
昭
午
後　

時

⚓⚑

⚑⚑

ờ
参
加
方
法
Ở
⚑
月　

日
昇
午
後

⚒⚒

　

時
ま
で
に
ỏ
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ

⚑⚑Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
Ｉ
Ｄ
取
得
ớ
無
料
Ờ

と
事
前
に
参
加
申
し
込
み
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
納
税
課

■
計
画
ớ
素
案
Ờ
の
概
要

　
ủ
生
命
お
よ
び
人
格
・
人
権
尊
重
の
精
神
Ứ

と
ủ
社
会
貢
献
の
精
神
Ứ
の
育
成
・ủ
確
か
な

学
力
Ứの
向
上
とủ
豊
か
な
創
造
力
Ứの
伸
長
・

ủ
地
域
の
教
育
力
Ứ
の
向
上
と
ủ
社
会
教
育

活
動
Ứ
の
推
進
の
⚓
つ
の
基
本
方
針
を
踏
ま

え
つ
つ
ỏ
子
ど
も
が
自
主
的
に
読
書
活
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
読
書
環
境
の
整
備
・
充

実
を
図
ỳ
て
い
き
ま
す
Ố

ờ
期
間
Ở
平
成　

年
度
Ỗ　

年
度
の
⚕
年
間

⚒⚕

⚒⚙

ờ
対
象
年
齢
Ở
⚐
歳
Ỗ　

歳
⚑⚘

ờ
目
的
Ở
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
取

り
組
み
ỏ
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
ỏ

家
庭
ỏ
地
域
ỏ
学
校
ỏ
市
立
図
書
館
そ
れ
ぞ

れ
の
連
携
を
促
し
ỏ
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

向
上
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
Ố

 
ờ
日
時
Ở
▽
⚑
月　

日
掌
午
後
⚒
時
か
ら
▽

⚒⚗

⚑
月　

日
昌
午
後
⚗
時
か
ら

⚓⚐

ờ
会
場
Ở
⚔
階
特
別
会
議
室

市
民
説
明
会

　

教
育
委
員
会
で
は
ỏủ
第
二
次
狛
江
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
Ứ
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
Ố

　

計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ỏ
広
く
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
ỏ
パ
ブ
リ
ỽ
ク
コ
メ
ン
ト
お

よ
び
市
民
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
Ố

　

素
案
は
ỏ
指
導
室
窓
口
お
よ
び
中
央
図
書
館
事
務
室
で
閲
覧

で
き
る
他
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
Ố

ờ
対
象
Ở
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

ờ
提
出
方
法
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚒
月　

日
㈭
ớ
必
着
Ờ
ま
で
に
ỏ

⚑⚔

住
所
・
氏
名
お
よ
び
在
学
・
在
勤
の
方
は
そ
の
名
称
等
を
記
入

の
上
ỏ
指
導
室
お
よ
び
中
央
図
書
館
事
務
室
へ
提
出
ỏ
ま
た
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ồ
ル
ớkodom

o�keikaku@
city.kom

ae.lg.jp

Ờ
で
ỏ
中
央
図
書
館
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ

⚔
⚔
⚑
⚔
へ
Ố

第
二
次
狛
江
市
子
ど
も
読

第
二
次
狛
江
市
子
ど
も
読
書書

活
動
推
進
計
画
ớ
素
案
Ờ

活
動
推
進
計
画
ớ
素
案
Ờ
にに

対
す
る
意
見
を
お
寄
せ
く

対
す
る
意
見
を
お
寄
せ
く
だだ

ささ
いい

ờ
日
時
Ở
⚒
月　

日
掌
午
後
⚑
時

⚑⚐

Ỗ
⚕
時
ớ
⚐
時　

分
開
場
Ờ

⚓⚐

ờ
会
場
Ở
西
河
原
公
民
館

ờ
内
容
Ở
▽
第
⚑
部　

萩
原
な
つ

子
さ
ん
ớ
立
教
大
学
社
会
学
部
教

授
Ờ
に
よ
る
講
演
ủ
自
分
流
ワ
ồ

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
す
す

め
Ứ
▽
第
⚒
部　

映
画
ủ
ユ
キ
エ
Ứ

ớ
上
映
時
間　

分
・
日
本
語
字
幕

⚙⚓

付
き
ỏ
主
演
⽅
倍
賞
美
津
子
Ờ
の

上
映
ỏ
松
井
久
子
さ
ん
ớ
監
督
Ờ

に
よ
る
講
演
ủ
映
画
監
督
が
語
る

Ỗ
作
品
に
込
め
た
想
い
Ỗ
Ứ

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
Ố

保
育
ớ
各
部
先
着
⚓
人
Ố
⚑
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
Ờ
が
必
要
な
方
は

⚒
月
⚑
日
晶
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
政
策
室
協
働
調

整
担
当

差
押
財
産
の
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト

公
売
を
実
施
し
ま
す

下見会では実物を展示します

狛江市男女共同参画推進フォーラム 
～自分らしく、あなたらしく～ 
 
〔日時〕２月１０日(日)午後１時～５時（０時３０分開場） 
〔会場〕西河原公民館 
〔内容〕▽第１部　萩原なつ子さん（立教大学社会学部教授）による講演「自分流ワーク・ライフ・バランスのすすめ」▽第２部　映画「ユキエ」（上映時間９３分・日本語字幕付き、主演：倍賞美津子）の上映、松井久子さん（監督）による講演「映画監督が語る～作品に込めた想い～」 
※手話通訳・要約筆記あり。保育（各部先着３人。１歳から就学前まで）が必要な方は２月１日(金)までに申し込みください。 
〔問い合わせ〕政策室協働調整担当 
 
 
 
差押財産のインターネット公売を実施します 
 
　市税等の滞納により、市が差し押さえた財産をインターネットサイト「Ｙａｈｏｏ！ＪＡＰＡＮ官公庁オークション」へ出品し、競り売形式の公売を行います。今回はブランドバッグや時計を出品します。 
　公売物件等の詳細は市ホームページ、またはＹａｈｏｏ！ＪＡＰＡＮ官公庁オークションのページをご覧ください。 
〔対象〕狛江市インターネット公売ガイドライン等を厳守できる２０歳以上の方で、公売物件ごとに指定した公売保証金を提供できる方 
〔下見会〕１月１８日(金)午前１０時～午後３時・市役所２階ロビー 
〔入札期間〕１月２９日(火)午後１時～３１日(木)午後１１時 
〔参加方法〕１月２２日(火)午後１１時までに、Ｙａｈｏｏ！ＪＡＰＡＮのＩＤ取得（無料）と事前に参加申し込みの手続きをしてください。 
〔問い合わせ〕納税課 
 
下見会では実物を展示します 
 
 
 
文化芸術活動を支援します 
 
〔対象団体等〕▽市民団体　平成２５年度中にエコルマホールを使用予定で、代表者等の住所、団体の事務所および活動拠点が市内にある団体▽新人・若手アーティスト　市内に２年以上居住の満３５歳以下の方（４月１日現在）で、狛江市文化振興事業団の公演等事業に協力できる方 
〔対象事業〕支援決定後に行う事業で次に該当するもの 
▽市民団体　市内で行われる文化芸術活動事業、創造的かつ先駆的な事業、市民ニーズや地域性に適合した特徴ある事業▽新人・若手アーティスト　エコルマホールまたは他ホール等で実施する事業、芸術性豊かな事業 
〔支援内容〕▽市民団体　ホール基本使用料および２０万円を上限とする経済的支援、事業団職員およびエコルマサポーターズによる人的支援▽新人・若手アーティスト　４０万円を上限とする経済的支援、事業団職員およびエコルマサポーターズによる人的支援 
〔選考〕書類およびプレゼンテーション（３月５日(火)） 
〔申し込み・問い合わせ〕２月１８日(月)までに、申込書・事業計画書および収支予算書等を（一財）狛江市文化振興事業団　電話（３４３０）４１０６（火曜日は休館）へ。 
 
 
 
わくわく元気！「狛江ランチ逸品」コンテスト 
ランチ券の使用期限は　1月31日(木)まで　です 
 
　ランチ券はコンテスト参加店（１５店舗）のランチタイムの飲食に利用できます。詳細は市ホームページ等をご覧ください。 
〔問い合わせ〕地域活性課地域振興係 
 
 
 
第二次狛江市子ども読書活動推進計画（素案）に 
対する意見をお寄せください 
 
　教育委員会では、「第二次狛江市子ども読書活動推進計画」の策定作業を進めています。 
　計画の素案がまとまりましたので公表し、広く皆さんのご意見を反映させるため、パブリックコメントおよび市民説明会を実施します。 
　素案は、指導室窓口および中央図書館事務室で閲覧できる他、市ホームページからもご覧になれます。 
〔対象〕市内在住・在学・在勤の方 
〔提出方法・問い合わせ〕２月１４日(木)（必着）までに、住所・氏名および在学・在勤の方はその名称等を記入の上、指導室および中央図書館事務室へ提出、または郵送・ＦＡＸ・電子メール（kodomo-keikaku@city.komae.lg.jp）で、中央図書館　電話（３４８８）４４１４へ。 
 
■計画（素案）の概要 
　「生命および人格・人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成・「確かな学力」の向上と「豊かな創造力」の伸長・「地域の教育力」の向上と「社会教育活動」の推進の３つの基本方針を踏まえつつ、子どもが自主的に読書活動をすることができる読書環境の整備・充実を図っていきます。 
〔期間〕平成２５年度～２９年度の５年間 
〔対象年齢〕０歳～１８歳 
〔目的〕子どもの読書活動の推進に取り組み、豊かな人間性を育むために、家庭、地域、学校、市立図書館それぞれの連携を促し、子どもの読書活動の向上を推進することを目的とします。 
 
市民説明会 
 
〔日時〕▽１月２７日(日)午後２時から▽１月３０日(水)午後７時から 
〔会場〕４階特別会議室 
 
 
 
今はむかし－その２２６－ 
 
　成人式の移り変わり 
　成人の日は、「大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます」日として、昭和２３年に改正された祝日法によって初めて制定された。狛江町では２９年１月１５日に第１回の成人式を行っている。その頃はまだ公民館や体育館がなく、第一小学校の３つの教室の仕切りを外して細長い会場にしたり、３８年からは校庭（３９年のみ中学校）に紅白幕を張り巡らせて式典を挙げていた。 
　式の内容は、町長、議長など町の主だった人の祝辞や講演、新成人代表の誓いの言葉と記念品や花束の贈呈だったが、主催者が教育委員会と選挙管理委員会というところに新しい時代の姿が現れていた。記念品はアルバムや成人手帳、国語辞典、朱肉セットなど、年度によってさまざまであった。 
　昭和３９年になると服装が華麗にならないようにという注意が出て、４０年代後半になると女性の多くは着物姿だったという。 
　昭和４１年には、前年に中学校に体育館ができたこともあって成人式もそこで行うようになった。そして翌年から４年間、式典の後、これも新設されたばかりの狛江町集会場でダンス・ゲームなどレクリエーションを行っている。その後、５０年代から６０年代にかけては市内の少年少女による合唱やオーケストラを聴くことが多くなっている。 
　昭和４３年には新しくできた第二中学校の体育館で行ったが、次の年からまた第一中学校に戻り、４７年には新築された第一小学校の体育館で行っている。 
　昭和４８年には現あいとぴあセンターの場所にあった福祉会館が完成し、その中に立派なホールができたので、福祉会館で行うようになるとともに参加者も昭和２７年１月１６日から２８年４月１日生まれまでの方が招待され、それ以後毎年４月２日から翌年４月１日生まれまでと卒業年度に合わせて再会を喜び合った。 
　その後、新成人の数が増え１回では入りきらなくなったため、昭和６０年からは一中・四中と二中・三中の二つの地域に分けて、午前と午後に行うようになった。そして平成元年には新成人１,６９２人（男９４６人・女７４６人）と最高に達した。 
　平成２年からは現在地に移転して間もない第一小学校の体育館で行い、再び市内一斉に行うようになった。８年からはできたばかりのエコルマホールで行い、１０年からは公募の新成人による企画委員会をつくり、新成人自らの手で、計画から運営まで行った。展示・多目的室を使って立食パーティを行い、お互いの旧交を温めると同時に、小・中学校時代にお世話になった担任の先生を招待するようになったのもこの年からである。 
　その後、平成１２年に祝日法が改正され、成人の日が１月第２月曜日に変更されて現在に至っている。 
　　井　上　　孝 
（狛江市文化財専門委員）
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ア
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プ
ト
制
度
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集
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所
Ở
道
路
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園
・
児
童
遊
園
ỏ
河
川
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は
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路
公
園
課
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地
域
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地
区
セ
ン
タ
ồ
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屋
外
部

分
ớ
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域
活
性
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市
民
活
動
推
進
係
Ờ

ờ
対
象
Ở
⚓
人
以
上
で
構

成
す
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団
体
お
よ
び
企
業
な
ど

ờ
活
動
支
援
Ở
消
耗
品
程
度
の
物
品

の
貸
与
ま
た
は
支
給
・
表
示
板
の
設

置
・
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
保
険
の
加
入
・

ご
み
回
収
・
そ
の
他
活
動
に
必
要
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こ
と

ờ
申
し
込
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問
い
合
わ
せ
Ở
申
出

書
を
ỏ
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望
活
動
場
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Ố
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狛
江
市
教
育
委
員
会
委
員
の
辞
職

お
よ
び
任
期
満
了
に
伴
い
ỏ
次
の
⚒

人
が
平
成　

年
市
議
会
第
⚔
回
定
例

⚒⚔

会
で
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

千
葉
眞
理
さ
ん
ớ
新
任
Ờỏ
任
期
は

平
成　

年
⚑
月
⚔
日
か
ら
平
成　

年

⚒⚕

⚒⚙

⚑
月
⚓
日
ま
で
Ố有
馬
守
一
さ
んớ
新

任
Ờỏ任
期
は
平
成　

年
⚑
月
⚔
日
か

⚒⚕

ら
平
成　

年
⚓
月　

日
ま
で
Ố
ま
た
ỏ

⚒⚖

⚓⚑

⚑
月
⚔
日
開
催
の
教
育
委
員
会
定
例

会
で
教
育
長
に
有
馬
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
Ố

　

有
馬
教
育
長
は
満　

歳
で
ỏ
狛
江

⚖⚑

第
八
小
学
校
ớ
現
和
泉
小
学
校
Ờỏ
東

京
都
教
育
庁
指
導
部
等
の
指
導
主
事
ỏ

人
事
部
管
理
主
事
等
の
役
職
を
歴
任

後
ỏ
千
代
田
区
立
番
町
小
学
校
校
長

を
務
め
ま
し
た
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
学
校
教
育
課
教
育

庶
務
係

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
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Ờ
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ủ
確
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コ
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▽
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費
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徴
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等
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入
力
す
る
こ
と
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Ố

※
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告
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税
務
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き
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ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
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す
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電
子
証
明
書
を
取
得
し
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す
ớ
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効
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間
は
発
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年
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▽
開
始
届
出
書
を
税
務
署
に
提
出
し

て
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用
者
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別
番
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を
取
得
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ま
す
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な
お
ỏ
開
始
届
出
書
は
電
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で
提
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で
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ま
す
Ố

▽
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証
明
書
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倆
Ｔ
ａ
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ホ
ồ
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Ờ
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行
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ル
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市
庁
舎
電
気
設
備
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検
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民
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署
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を
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け
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す
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関
す
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▽
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務
署
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合
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せ
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務
署
へ
の
電
話
は
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま

税
務
署
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話
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自
動
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声
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ご
案
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⚒
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日
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い
ま
す
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細
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年
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年
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⚒
月　
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か
ら
⚓
月　

日
晶
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て
く
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い
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後
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付
け
ま
す
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各
申
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ỏ
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府
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税
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申
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し
て
く
だ
さ
い
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得
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Ờ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ồ
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で
き
ま
す
Ố

※
平
成　

年
分
以
後
の
各
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分
に
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い
て
ỏ
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
の
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額
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⚔
⚐
⚐
万
円
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下
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ỏ
公
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年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
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万
円
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下

⚒⚐

で
あ
る
場
合
は
ỏ
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
Ố
た
だ
し
ỏ
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
は

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố
な

お
ỏ
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要

で
も
ỏ
市
民
税
・
都
民
税
の
申
告

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố
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申
告
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▽
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得
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⚒
月　

日
捷
Ỗ
⚓
月

⚑⚘

　

日
晶
ớ
還
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申
告
は
⚑
月
か
ら

⚑⚕税
務
署
で
受
け
付
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め
て
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ま
す
Ờ

▽
個
人
事
業
者
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費
税
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地
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費
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⚔
月
⚑
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捷
ま
で

▽
贈
与
税　

⚒
月
⚑
日
晶
Ỗ
⚓
月

　

日
晶

⚑⚕※
税
金
の
納
付
相
談
や
確
定
申
告

の
作
成
に
は
事
前
の
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
Ố
ま
た
ỏ
⚒
月　

日
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　平成⚒⚕年度市民税・都民税の申告と、平成⚒⚔年
分所得税の確定申告の受け付けを⚒月⚑⚘日㈪から
始めます。⚓月⚑⚕日㈮が受付最終日ですが、申告
期限が近づくと窓口が大変混雑するため、早めに
申告されるよう準備をお願いします。
〔問い合わせ〕市民税・都民税は課税課、所得税
は武蔵府中税務署察⚐⚔⚒（⚓⚖⚒）⚔⚗⚑⚑
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千葉眞理さん 有馬守一さん

住民票等自動交付機、市ホームページ等が 
一時利用できなくなります 
 
　市庁舎電気設備法定保守点検を行うため、住民票等自動交付機、市ホームページ、図書館ホームページ、市議会ホームページが一時的に利用できなくなります。 
　不便をお掛けしますが、理解と協力をお願いします。 
〔休止期間〕２月５日(火)午後５時～６日(水)午前８時３０分ごろ 
〔問い合わせ〕総務課庶務統計係 
 
 
 
アドプトを行う 
団体等を募集します 
 
　アドプトは市が管理している道路・公園・河川敷およびその他の公共施設を、地域住民の団体や企業等が行政と協働で清掃および美化活動を行う制度です。 
〔アドプト制度募集場所〕道路、公園・児童遊園、河川敷等（担当は道路公園課管理係）、地域・地区センターの屋外部分（担当は地域活性課市民活動推進係） 
〔対象〕３人以上で構成する団体および企業など 
〔活動支援〕消耗品程度の物品の貸与または支給・表示板の設置・ボランティア保険の加入・ごみ回収・その他活動に必要なこと 
〔申し込み・問い合わせ〕申出書を、希望活動場所の担当課へ。 
 
 
 
教育委員・教育長が決まりました 
 
　狛江市教育委員会委員の辞職および任期満了に伴い、次の２人が平成２４年市議会第４回定例会で同意を得て任命されました。 
　千葉眞理さん（新任）、任期は平成２５年１月４日から平成２９年１月３日まで。有馬守一さん（新任）、任期は平成２５年１月４日から平成２６年３月３１日まで。また、１月４日開催の教育委員会定例会で教育長に有馬さんが選任されました。 
　有馬教育長は満６１歳で、狛江第八小学校（現和泉小学校）、東京都教育庁指導部等の指導主事、人事部管理主事等の役職を歴任後、千代田区立番町小学校校長を務めました。 
〔問い合わせ〕学校教育課教育庶務係 
 
有馬守一さん 
千葉眞理さん 
 
 
 
まもなく税の 
　　申告時期です 
 
　平成２５年度市民税・都民税の申告と、平成２４年分所得税の確定申告の受け付けを２月１８日(月)から始めます。３月１５日(金)が受付最終日ですが、申告期限が近づくと窓口が大変混雑するため、早めに申告されるよう準備をお願いします。 
〔問い合わせ〕市民税・都民税は課税課、所得税は武蔵府中税務署　電話０４２（３６２）４７１１ 
 
平成２５年度市民税・都民税の申告 
 
　２月１８日(月)から３月１５日(金)（土・日曜日を除く）までに、課税課へ申告してください。 
※２月２４日(日)・３月１０日(日)（午前９時～午後３時）も、申告を受け付けます。 
 
平成２４年分の所得税の確定申告等 
 
　各申告期間内に、武蔵府中税務署へ申告してください。 
　「所得税の確定申告の手引き」および「申告書用紙」は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）からもダウンロードできます。 
※平成２３年分以後の各年分について、公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下である場合は、所得税の確定申告をする必要がなくなりました。ただし、所得税の還付を受けるための確定申告書は提出することができます。なお、所得税の確定申告が不要でも、市民税・都民税の申告が必要な場合があります。 
■申告期間 
▽所得税　２月１８日(月)～３月１５日(金)（還付申告は１月から税務署で受け付けを始めています） 
▽個人事業者の消費税・地方消費税　４月１日(月)まで 
▽贈与税　２月１日(金)～３月１５日(金) 
※税金の納付相談や確定申告の作成には事前の予約は必要ありません。また、２月２４日(日)・３月３日(日)も、武蔵府中税務署では確定申告書の受け付けと相談のみ行います。なお、武蔵府中税務署へ提出する計算・記入済みの確定申告書は、申告期間中（２月２４日(日)・３月１０日(日)を含む）は課税課でもお預かりします。 
 
税理士会の無料申告相談会 
 
　２月１２日(火)から１５日(金)までの日程で行います。 
　詳細は、広報こまえ２月１日号でお知らせします。 
 
税務署への電話は自動音声でご案内します 
 
　税務署に電話を掛けた後は、自動音声案内に従い、用件に応じて番号を選択してください。 
▽「０番」　個人の確定申告に関する相談 
▽「１番」　国税に関する一般的な相談 
▽「２番」　税務署への問い合わせ 
 
 
 
確定申告はインターネットで 
国税電子申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ（イータックス）） 
 
ｅ－Ｔａｘはここが便利 
 
▽国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「確定申告書等作成コーナー」から直接申告できます。 
▽医療費の領収書や源泉徴収票等の一定の添付書類は、内容を入力することで提出を省略できます。 
※確定申告期限から５年間は添付書類の提出等を求められることがあるため、大切に保管しておいてください。 
▽税務署や金融機関に行かずに、国税に関する手続きができます。 
 
ｅ－Ｔａｘを利用するには 
 
▽電子証明書を取得します（有効期間は発効日から３年間）。 
▽開始届出書を税務署に提出して利用者識別番号を取得します。なお、開始届出書は電子で提出できます。 
▽電子証明書等の初期登録をｅ－Ｔａｘホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp/）等で行います。 
〔問い合わせ〕ヘルプデスク　電話０５７０（０１）５９０１ 
 
 
 
電子証明書の取得はお早めに 
 
　電子証明書の申請には、住民基本台帳カードが必要です。 
　住民基本台帳カードをまだお持ちでない方は、本人確認書類として、運転免許証、パスポートなどの写真付きの証明書が必要となる場合があります。 
　電子証明書の有効期間は発行日から３年間です。ただし、その間に住所の異動や修正、氏名等の変更があった場合は、自動的に電子証明書は失効します。 
　電子証明書の更新は有効期限の３カ月前から手続きできます。確定申告の時期が近づくと、窓口が大変混雑しますので、早めに申請をお願いします。 
〔問い合わせ〕市民課 
 
 
 
平成２６年１月から 
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます 
 
　個人の白色申告者のうち、前々年分または前年分の事業所得、不動産所得または山林所得の合計額が３００万円を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、これらの所得を生ずる業務を行う全ての方（所得税の申告の必要がない方を含む）について、平成２６年１月から同様に必要となります。 
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）をご覧ください。 
〔問い合わせ〕武蔵府中税務署　電話０４２（３６２）４７１１
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■相談窓口
障がいのある方、その保護者、介護者などの相談に応じ、必要な情報提供等の援助を行います。福祉サービス支援室障がい者支援担当
在宅の方やその家族に、地域におけるサービスの利用援助、社会資源の活用や生活力を高めるための生活支援を総合的
に行い、障がいのある方の自立と社会参加の支援を行います。

狛江市障害者地域自立生活支援センターサポート
（狛江市社会福祉協議会）察（⚕⚔⚓⚘）⚓⚕⚓⚓

障がいのある方の自立と社会参加を促進するため、一般就労の機会の拡大を図るとともに、安心して働き続けられるよ
う支援を行います。

狛江市障がい者就労支援センターサポート
（狛江市社会福祉協議会）察（⚕⚔⚓⚘）⚓⚕⚓⚓

主に精神障がいの方を対象にした相談支援を行っており、精神科や心療内科等を受診している本人や家族、関係機関な
どからの相談に応じます。

地域生活支援センターリヒト
（あいとぴあセンター内）察（⚓⚔⚘⚐）⚖⚖⚕⚖

担当課内　　　容

障がい者手帳 福祉サービス支援室
障がい者支援担当

身体に障がいのある方には「身体障害者手帳」、知的障がいのある方には「愛の手帳」、精神に障がいのある方には「精神障害者保健福祉
手帳」が東京都から交付されます。
これらの手帳は、さまざまな福祉施策を利用するために必要です。手帳は心身の状況により等級が認定されます。
〔身体障害者手帳〕申請には、指定された医師による意見書（様式は市役所にあります）等が必要です。
〔愛の手帳〕⚑⚘歳未満の方は児童相談所、⚑⚘歳以上の方は東京都心身障害者福祉センターでの判定が必要です。
〔精神障害者保健福祉手帳〕申請には、医師による意見書（障害年金を受給されている方は年金証書でも可）等が必要です。

■手当・年金
担当課所得要件支給額対象者支援制度

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

有

月額⚕，⚔⚐⚐円
※義務教育終了前の兄弟等がいる場合、
⚑人に付き⚑，⚖⚐⚐円を加算

⚒⚐歳未満で身体障害者手帳⚑～⚔級または愛の手帳⚑～⚔度の方、もしく
は⚒⚐歳以上で身体障害者手帳⚓・⚔級または愛の手帳⚔度の方
※施設入所の方、または該当等級となる手帳申請時に⚖⚕歳以上の方は対象
となりません。

心身障害者福祉手当
（市制度）

月額⚑万⚕，⚕⚐⚐円

⚒⚐歳以上で身体障害者手帳⚑・⚒級、愛の手帳⚑～⚓度、脳性まひまたは
進行性筋萎縮症の方
※施設入所の方、または該当等級となる手帳申請時に⚖⚕歳以上の方は対象
となりません。

心身障害者福祉手当
（都制度）

月額⚖万円

心身に障がいがあり、次のいずれかに該当する方
▽重度の知的障がいで、著しい精神症状などのため、常時複雑な介護を必
要とする方
▽重度の知的障がいと重度の身体障がいが重複している方
▽重度の肢体不自由者で、両上肢・両下肢とも機能が失われ、座っている
ことが困難な程度以上の障がいのある方
※施設入所の方、病院等に継続して⚓カ月以上入院している方、または新
規申請時に⚖⚕歳以上の方は対象となりません。

東京都重度心身障害者手当
（都制度）

月額⚒万⚖，⚒⚖⚐円

⚒⚐歳以上で、精神または身体に著しく重度の障がいがあるため、日常生活
において常時特別の介護を必要とする状態にあり、おおむね身体障害者手
帳⚑・⚒級、愛の手帳⚑・⚒度で重複障がいの方やこれらと同等の疾病・
精神障がいの方
※施設入所の方、病院等に継続して⚓カ月以上入院している方は対象とな
りません。

特別障害者手当（国制度）

月額⚑万⚔，⚒⚘⚐円

⚒⚐歳未満で、精神または身体に重度の障がいがあるため、日常生活におい
て常時介護を必要とする状態にあり、おおむね身体障害者手帳⚑級および
⚒級の一部、愛の手帳⚑度および⚒度の一部またはこれらと同等の疾病・
精神障がいの方
※施設入所の方、または障がいを理由とする公的年金受給者は対象となり
ません。

障害児福祉手当（国制度）

子育て支援課
手当助成係

〔重度障がい児〕月額⚕万⚔⚐⚐円
〔中度障がい児〕月額⚓万⚓，⚕⚗⚐円

⚒⚐歳未満で重度障がい児（おおむね身体障害者手帳⚑・⚒級、愛の手帳
⚑・⚒度）、中度障がい児（おおむね身体障害者手帳⚓級、愛の手帳⚓度）、
またはこれらと同程度の疾病もしくは身体または精神障がい、発達障がい
のある児童の保護者

特別児童扶養手当（国制度）

〔全部支給〕月額⚔万⚑，⚔⚓⚐円
〔一部支給〕月額⚙，⚗⚘⚐円～⚔万⚑，⚔⚒⚐円
▽⚒人目加算　月額⚕，⚐⚐⚐円
▽⚓人目以降加算　月額⚓，⚐⚐⚐円

⚑⚘歳になった日以後の最初の⚓月⚓⚑日までの児童で（⚒⚐歳未満で中度以上
の障がいを有する児童を含む）、次のいずれかの状態にある児童の保護者
▽父母が離婚▽父または母が死亡▽父または母が重度の障がいがある▽父
または母が生死不明▽父または母に⚑年以上遺棄されている▽父または母
が保護命令を受けた▽父または母が法令により⚑年以上拘禁されている▽
婚姻によらないで生まれた▽棄児などで父母がいるかいないかが明らかで
はない

児童扶養手当（国制度）

月額⚑万⚕，⚕⚐⚐円

⚒⚐歳未満で心身に障がいがあり、その程度が次のいずれかの状態にある児
童の保護者
▽身体障がいで身体障害者手帳⚑・⚒級程度
▽知的障がいで愛の手帳⚑・⚒・⚓度程度
▽脳性まひまたは進行性筋萎縮症

児童育成手当（障害手当・
都制度）

月額⚑万⚓，⚕⚐⚐円

⚑⚘歳になった日以後の最初の⚓月⚓⚑日までの児童で、次のいずれかの状態
にある児童の保護者
▽父母が離婚▽父または母が死亡▽父または母が重度の障がいがある▽父
または母が生死不明▽父または母に⚑年以上遺棄されている▽父または母
が保護命令を受けた▽父または母が法令により⚑年以上拘禁されている▽
婚姻によらないで生まれた▽棄児などで父母がいるかいないかが明らかで
はない

児童育成手当（都制度）

保険年金課
医療年金係一部有〔⚑級〕年額⚙⚘万⚓，⚑⚐⚐円

〔⚒級〕年額⚗⚘万⚖，⚕⚐⚐円

国民年金に加入中に病気やけがによって障がいが残り、支給要件を満たし
ている方
※⚒⚐歳になる前の病気やけがが原因で障がいが残った場合は、一定の基準
により⚒⚐歳から年金が受けられます。

障害基礎年金（国民年金）

福祉サービス支援室
障がい者支援担当無月額⚕，⚔⚐⚐円難病医療費等助成制度（○都 ）の認定を受けている方、または、他の公的制

度（公簿等）により難病であることが確認できる方難病者福祉手当（市制度）

■医療費助成
担当課所得要件助成額対象者支援制度

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

有
医療費の自己負担額の一部または全部
※本人（⚒⚐歳未満は世帯主または被保険
者等）の課税状況により認定

健康保険の被保険者およびその被扶養者で、身体障害者手帳⚑・⚒級（心
臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓・ヒト免疫不全ウイルス
による免疫の機能障がいの方は⚓級も含む）、または愛の手帳⚑・⚒度に
該当する所得制限以下の方
※生活保護を受けている方、または該当等級となる手帳申請時に⚖⚕歳以上
の方は対象となりません。

心身障害者医療費助成制度
（○障 ）

無月額自己負担額を超えた額
※生計中心者の所得状況により認定

都内に住民登録があり、対象となる疾病の認定基準を満たす健康保険の被
保険者およびその被扶養者難病医療費等助成制度（○都 ）

有

原則、自己負担額の⚑割
※月額自己負担上限額は本人の収入や世
帯の所得・疾患等により設定

精神疾患がある方で、通院による精神医療を継続的に要する程度の病状に
ある方

自立支援医療費制度
（精神通院医療）

身体障害者手帳をお持ちの⚑⚘歳以上の方で、障がいの程度を軽くしたり、
取り除いたりする医療を受けている方

自立支援医療費制度
（更生医療）

原則、自己負担額の⚑割
※月額自己負担上限額は保護者の収入や
世帯の所得・疾患等により設定

身体に障がいのある⚑⚘歳未満の児童で、手術等によって障がいの改善が見
込まれる児童

自立支援医療費制度
（育成医療）

子育て支援課
手当助成係

児童、父、母、または養育者が医療機関
で支払う医療費の自己負担額の一部

⚑⚘歳になった日以後の最初の⚓月⚓⚑日までの児童（⚒⚐歳未満で中程度の障
がいのある児童を含む）を保護するひとり親（父、母、または養育者）
※父、母が重度の障がいのある世帯を含む。

ひとり親家庭等医療費助成
制度（○親 ）

　身体障がいのある方、知的障がいの
ある方、精神障がいのある方等の自立
や社会参加の実現を支援しています。
　ここでは、障がい福祉サービスの内
容を紹介します。
※法改正等により今後制度に変更が生
じる可能性があります。

障障障障障障障障障障ががががががががががいいいいいいいいいい福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビスススススススススス障がい福祉サービスののののののののののの
ごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案ご案内内内内内内内内内内内 〔問い合わせ〕

福祉サービス支援室障がい者支援担当

障がい福祉サービスのご案内 
 
　身体障がいのある方、知的障がいのある方、精神障がいのある方等の自立や社会参加の実現を支援しています。 
　ここでは、障がい福祉サービスの内容を紹介します。 
※法改正等により今後制度に変更が生じる可能性があります。 
 
〔問い合わせ〕 
福祉サービス支援室障がい者支援担当 
 
 
障がい者手帳　内　　　容　担当課 
身体に障がいのある方には「身体障害者手帳」、知的障がいのある方には「愛の手帳」、精神に障がいのある方には「精神障害者保健福祉手帳」が東京都から交付されます。 
これらの手帳は、さまざまな福祉施策を利用するために必要です。手帳は心身の状況により等級が認定されます。 
〔身体障害者手帳〕申請には、指定された医師による意見書（様式は市役所にあります）等が必要です。 
〔愛の手帳〕１８歳未満の方は児童相談所、１８歳以上の方は東京都心身障害者福祉センターでの判定が必要です。 
〔精神障害者保健福祉手帳〕申請には、医師による意見書（障害年金を受給されている方は年金証書でも可）等が必要です。　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
 
■相談窓口 
福祉サービス支援室障がい者支援担当　障がいのある方、その保護者、介護者などの相談に応じ、必要な情報提供等の援助を行います。 
狛江市障害者地域自立生活支援センターサポート 
（狛江市社会福祉協議会）　電話（５４３８）３５３３　在宅の方やその家族に、地域におけるサービスの利用援助、社会資源の活用や生活力を高めるための生活支援を総合的に行い、障がいのある方の自立と社会参加の支援を行います。 
狛江市障がい者就労支援センターサポート 
（狛江市社会福祉協議会）　電話（５４３８）３５３３　障がいのある方の自立と社会参加を促進するため、一般就労の機会の拡大を図るとともに、安心して働き続けられるよう支援を行います。 
地域生活支援センターリヒト 
（あいとぴあセンター内）　電話（３４８０）６６５６　主に精神障がいの方を対象にした相談支援を行っており、精神科や心療内科等を受診している本人や家族、関係機関などからの相談に応じます。 
 
■手当・年金 
支援制度　対象者　支給額　所得要件　担当課 
心身障害者福祉手当 
（市制度）　２０歳未満で身体障害者手帳１～４級または愛の手帳１～４度の方、もしくは２０歳以上で身体障害者手帳３・４級または愛の手帳４度の方 
※施設入所の方、または該当等級となる手帳申請時に６５歳以上の方は対象となりません。　月額５，４００円 
※義務教育終了前の兄弟等がいる場合、１人に付き１，６００円を加算　有　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
心身障害者福祉手当 
（都制度）　２０歳以上で身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１～３度、脳性まひまたは進行性筋萎縮症の方 
※施設入所の方、または該当等級となる手帳申請時に６５歳以上の方は対象となりません。　月額１万５，５００円 
東京都重度心身障害者手当 
（都制度）　心身に障がいがあり、次のいずれかに該当する方 
▽重度の知的障がいで、著しい精神症状などのため、常時複雑な介護を必要とする方 
▽重度の知的障がいと重度の身体障がいが重複している方 
▽重度の肢体不自由者で、両上肢・両下肢とも機能が失われ、座っていることが困難な程度以上の障がいのある方 
※施設入所の方、病院等に継続して３カ月以上入院している方、または新規申請時に６５歳以上の方は対象となりません。　月額６万円 
特別障害者手当（国制度）　２０歳以上で、精神または身体に著しく重度の障がいがあるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする状態にあり、おおむね身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度で重複障がいの方やこれらと同等の疾病・精神障がいの方 
※施設入所の方、病院等に継続して３カ月以上入院している方は対象となりません。　月額２万６，２６０円 
障害児福祉手当（国制度）　２０歳未満で、精神または身体に重度の障がいがあるため、日常生活において常時介護を必要とする状態にあり、おおむね身体障害者手帳１級および２級の一部、愛の手帳１度および２度の一部またはこれらと同等の疾病・精神障がいの方 
※施設入所の方、または障がいを理由とする公的年金受給者は対象となりません。　月額１万４，２８０円 
特別児童扶養手当（国制度）　２０歳未満で重度障がい児（おおむね身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度）、中度障がい児（おおむね身体障害者手帳３級、愛の手帳３度）、またはこれらと同程度の疾病もしくは身体または精神障がい、発達障がいのある児童の保護者　〔重度障がい児〕月額５万４００円 
〔中度障がい児〕月額３万３，５７０円　子育て支援課 
手当助成係 
児童扶養手当（国制度）　１８歳になった日以後の最初の３月３１日までの児童で（２０歳未満で中度以上の障がいを有する児童を含む）、次のいずれかの状態にある児童の保護者 
▽父母が離婚▽父または母が死亡▽父または母が重度の障がいがある▽父または母が生死不明▽父または母に１年以上遺棄されている▽父または母が保護命令を受けた▽父または母が法令により１年以上拘禁されている▽婚姻によらないで生まれた▽棄児などで父母がいるかいないかが明らかではない　〔全部支給〕月額４万１，４３０円 
〔一部支給〕月額９，７８０円～４万１，４２０円 
▽２人目加算　月額５，０００円 
▽３人目以降加算　月額３，０００円 
児童育成手当（障害手当・都制度）　２０歳未満で心身に障がいがあり、その程度が次のいずれかの状態にある児童の保護者 
▽身体障がいで身体障害者手帳１・２級程度 
▽知的障がいで愛の手帳１・２・３度程度 
▽脳性まひまたは進行性筋萎縮症　月額１万５，５００円 
児童育成手当（都制度）　１８歳になった日以後の最初の３月３１日までの児童で、次のいずれかの状態にある児童の保護者 
▽父母が離婚▽父または母が死亡▽父または母が重度の障がいがある▽父または母が生死不明▽父または母に１年以上遺棄されている▽父または母が保護命令を受けた▽父または母が法令により１年以上拘禁されている▽婚姻によらないで生まれた▽棄児などで父母がいるかいないかが明らかではない　月額１万３，５００円 
障害基礎年金（国民年金）　国民年金に加入中に病気やけがによって障がいが残り、支給要件を満たしている方 
※２０歳になる前の病気やけがが原因で障がいが残った場合は、一定の基準により２０歳から年金が受けられます。　〔１級〕年額９８万３，１００円 
〔２級〕年額７８万６，５００円　一部有　保険年金課 
医療年金係 
難病者福祉手当（市制度）　難病医療費等助成制度（(都)）の認定を受けている方、または、他の公的制度（公簿等）により難病であることが確認できる方　月額５，４００円　無　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
 
■医療費助成 
支援制度　対象者　助成額　所得要件　担当課 
心身障害者医療費助成制度（(障)）　健康保険の被保険者およびその被扶養者で、身体障害者手帳１・２級（心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障がいの方は３級も含む）、または愛の手帳１・２度に該当する所得制限以下の方 
※生活保護を受けている方、または該当等級となる手帳申請時に６５歳以上の方は対象となりません。　医療費の自己負担額の一部または全部 
※本人（２０歳未満は世帯主または被保険者等）の課税状況により認定　有　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
難病医療費等助成制度（(都)）　都内に住民登録があり、対象となる疾病の認定基準を満たす健康保険の被保険者およびその被扶養者　月額自己負担額を超えた額 
※生計中心者の所得状況により認定　無 
自立支援医療費制度 
（精神通院医療）　精神疾患がある方で、通院による精神医療を継続的に要する程度の病状にある方　原則、自己負担額の１割 
※月額自己負担上限額は本人の収入や世帯の所得・疾患等により設定　有 
自立支援医療費制度 
（更生医療）　身体障害者手帳をお持ちの１８歳以上の方で、障がいの程度を軽くしたり、取り除いたりする医療を受けている方 
自立支援医療費制度 
（育成医療）　身体に障がいのある１８歳未満の児童で、手術等によって障がいの改善が見込まれる児童　原則、自己負担額の１割 
※月額自己負担上限額は保護者の収入や世帯の所得・疾患等により設定 
ひとり親家庭等医療費助成制度（(親)）　１８歳になった日以後の最初の３月３１日までの児童（２０歳未満で中程度の障がいのある児童を含む）を保護するひとり親（父、母、または養育者） 
※父、母が重度の障がいのある世帯を含む。　児童、父、母、または養育者が医療機関で支払う医療費の自己負担額の一部　子育て支援課 
手当助成係
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■就労活動の場
担当課所得要件負担額制度の内容支援制度

福祉サービス支援室
障がい者支援担当無〔本人および配偶者が課税世帯〕１割負担

〔非課税世帯〕無料
障がいがあり、一般企業での就労が困難な方に、働く場の提供や就労
に必要な知識および能力向上のために必要な訓練を実施します。

就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）
就労移行支援

■日常生活の援助・助成
担当課所得要件助成額等対象者支援制度

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

無

都営地下鉄全線、都バス、都電、日暮里・舎
人ライナーが無料

身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて
いる方
※シルバーパスとの併用はできません。

都営交通無料乗車券・
精神障害者都営交通乗車証
の交付

都内を運行する一般路線バスの都内区間運賃
が半額
※付き添いの方には割引証を発行

〔本人のみ〕身体障害者手帳または愛の手帳の交付を受けている方
〔本人および付き添いの方〕第１種の身体障害者手帳または愛の手帳
の交付を受けている方

民営バスの割引および
付き添いの方の割引

通常料金の半額

〔本人が運転する場合〕身体障害者手帳の交付を受けている方
〔本人が運転する場合および本人が同乗し本人以外の方が運転する場
合〕第１種の身体障害者手帳または愛の手帳の交付を受けている方
※短期リースや、事業・営業に使用する自動車等は対象となりません。

有料道路の割引

有

限度額１３万３，９００円市内に居住する１８歳以上の上・下肢または体幹機能障がい１・２級の
方で、自らが所有し運転する自動車の改造が必要な場合

身体障害者用自動車改造費
の助成

助成対象経費の３分の２（１，０００円未満切り捨
て）を助成。ただし、前年の所得税額に応じ
て限度額あり。排気量等の限定解除は、助成
対象経費の実支出額（２万６００円程度）。

市内に引き続き３カ月以上住所を有し、運転免許適性試験に合格した
身体障害者手帳３級以上（内部障がいは４級、下肢または体幹機能障
がいは５級以上で歩行困難な方）および愛の手帳４度以上の方

自動車運転教習および排気
量等の限定解除費用の助成

無１カ月１５狩を限度とした額（８００円）

市内に引き続き３カ月以上居住し、住民基本台帳に登録されている方
で、次のいずれかに該当する方
▽身体障害者手帳１～３級の方で、自己所有の自動車を自ら運転して
いる方
▽身体障害者手帳１～２級あるいは愛の手帳１～２度の方で、同一世
帯または同一住所に移動の介助を行う方がいて、その介助者が自己所
有の自動車を専らその障がいのある方のために使用する場合
※福祉タクシー利用助成との併給はできません。

身体障害者自動車ガソリン
費助成

有

月額２，８００円

上肢障がい・聴覚障がいを除く身体障害者手帳１・２級の方、愛の手
帳１・２度の方、または高次脳機能障がいで重度の知的障がいと同程
度の方
※ガソリン費の助成と併給はできません。

福祉タクシーおよび
福祉車輌利用助成

児童一人につき、月額６，０００円以内
地方公共団体の補助を受けて、心身に障がいのある児童の通所訓練事
業を実施している私立または任意のグループの通所訓練施設で訓練を
受けている市内在住の児童の保護者

私立心身障害児通所訓練施
設通所児保護者に対する補
助金

無

〔重度心身障害者手当を受給していない市民
税非課税の方〕３万３，２００円（年３回）を限
度とした介護用品の支給
〔それ以外の方〕２万円（年３回）を限度と
した介護用品の支給

東京都重度心身障害者手当の対象となる重度の障がいのある方で、常
時おむつを必要とする６５歳未満の方
※施設入所等適用されない場合があります。

重度心身障害者（児）家族
介護用品の支給

介護支援課
高齢者支援係月４枚

心身に障がいがあり、障害者手帳の交付を受けている１２歳以上の方で、
自宅に入浴施設がなく、常時公衆浴場を利用される方
※生活保護の生活扶助を受給している方は除く。

入浴券の交付

特定非営利活動法人
ハンディキャブこまえ
察（３４８０）５４３３

利用は原則、午前８時から午後６時まで（時
間外は要相談）、運行利用料は３０分５００円（早
朝・夜間・休日６００円）。走行距離１灼につき
５０円加算（市内は一運行７００円）。
〔年会費〕３，０００円

原則、市内在住の利用会員登録をされた方で、車いすを利用する方、
歩行困難の方、目の不自由な方、知的障がいのある方、またはその他
の理由で移動困難と認められる方

送迎サービス
（ハンディキャブ）

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

有全額免除

▽身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方がいる
世帯で、世帯構成員全員が市民税非課税の場合
▽所得税法または地方税法に規定する障がい者のうち、児童相談所、
知的障害者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指定医
により知的障がいと判定された方がいる世帯で、世帯構成員全員が市
民税非課税の場合

NHK放送受信料の免除
（全額）

無半額免除

▽視覚障がいまたは聴覚障がい、もしくは障害等級が１・２級の身体
障害者手帳をお持ちの方が世帯主かつ受信契約者である場合
▽障害等級が１級の精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が世帯主で
かつ受信契約者の場合
▽所得税法または地方税法に規定する特別障がい者のうち、児童相談
所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指
定医により重度の知的障がいと判定された方が、世帯主でかつ受信契
約者の場合

NHK放送受信料の免除
（半額）

■地域生活支援
担当課所得要件負担額制度の内容支援制度

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

無
無料
※交通費、入場料等は利用者負担となる場合
があります。

聴覚・音声機能・言語機能障がいのある方の意思疎通を仲介し、社会
参加を促進するために、手話通訳者や要約筆記者の派遣を実施します。

コミュニケーション支援
（手話通訳・要約筆記派遣）

有

〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕基準額の１０％負担
〔非課税世帯〕無料
※世帯の中に市民税所得割額が４６万円以上の
方がいる場合は交付負担の対象となりません。

日常生活用具（入浴補助用具、歩行支援用具、特殊寝台、特殊便器、
火災警報器、ストーマ装具など）の購入費用の一部を支給します。
※用具の種類に応じた基準額あり。

日常生活用具費の支給

無

〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕１０％負担
〔非課税世帯〕無料

視覚障がいの方、肢体不自由の方で上下肢ともに重度の障がいのある
方、知的障がいの方または精神障がいの方の社会生活上必要不可欠な
外出および余暇活動等の社会参加のための外出を支援します。

移動支援

障がいのある方等の日中の活動の場の確保および一時的な見守りによ
り、障がいのある方等の社会適応の促進および日常介護している家族
の一時的な負担軽減を図る支援を実施します。

日中一時支援

身体障害者手帳の交付を受けている１５歳以上６５歳未満の在宅の方で、
座位を保つことが著しく困難である等、訪問入浴でなければ入浴が困
難な方の支援を実施します。

訪問入浴

地域生活支援センター
リヒト

察（３４８０）６６５６

無料
※リヒトに登録する際、登録料（年額１，１２０円）
が必要となります。

フリースペースの提供、グループワーク・メンバーによる自主活動の
支援、地域住民との交流事業や地域の社会資源とのネットワーク構築
の他、同行支援や訪問支援などの生活支援を実施します。
※精神科や心療内科を受診していて、リヒトに利用登録をした方が対
象となります。

地域活動支援センター

■自立支援・障がい児通所給付
担当課所得要件負担額制度の内容支援制度

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

無
〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕１割負担
〔非課税世帯〕無料

障がいのある方の居宅で、入浴、排せつおよび食事等の介護や、調理、
洗濯および掃除などの家事、生活等に関する相談・助言等の生活全般
にわたる援助を行います。

居宅介護
（ホームヘルプ）

自宅で介護する方が病気等の場合に、一時的に自宅での生活が困難と
なった障がいのある方に、短期間、夜間を含め、施設で入浴、排せつ
および食事の介護その他の必要な保護を行います。

短期入所事業
（ショートステイ）

心身の発達に遅れなどが見られる未就学児に対し、適切な指導と訓練
を実施します。児童発達支援

就学している障がい児に対して、放課後等に、生活のために必要な能力
向上のための訓練、社会との交流促進、その他必要な支援を実施します。放課後デイサービス

有

〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕基準額の１割負担
〔非課税世帯〕無料
※世帯の中に市民税所得割額が４６万円以上の
方がいる場合は支給の対象となりません。

身体障害者手帳の交付を受けた方が、身体の一部の欠損や機能を補い
日常生活や職業生活を容易にするための機能を助ける装具（義肢、装
具、盲人安全杖、義眼、眼鏡、補聴器、車いす、一本杖以外の歩行補
助杖、歩行器など）の交付や、修理に必要な費用を助成します。
※装具の種類に応じた基準額あり。

補装具費の支給

■自立支援・障がい児通所給付 
支援制度　制度の内容　負担額　所得要件　担当課 
居宅介護 
（ホームヘルプ）　障がいのある方の居宅で、入浴、排せつおよび食事等の介護や、調理、洗濯および掃除などの家事、生活等に関する相談・助言等の生活全般にわたる援助を行います。　〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護者）が課税世帯〕１割負担 
〔非課税世帯〕無料　無　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
短期入所事業 
（ショートステイ）　自宅で介護する方が病気等の場合に、一時的に自宅での生活が困難となった障がいのある方に、短期間、夜間を含め、施設で入浴、排せつおよび食事の介護その他の必要な保護を行います。 
児童発達支援　心身の発達に遅れなどが見られる未就学児に対し、適切な指導と訓練を実施します。 
放課後デイサービス　就学している障がい児に対して、放課後等に、生活のために必要な能力向上のための訓練、社会との交流促進、その他必要な支援を実施します。 
補装具費の支給　身体障害者手帳の交付を受けた方が、身体の一部の欠損や機能を補い日常生活や職業生活を容易にするための機能を助ける装具（義肢、装具、盲人安全杖、義眼、眼鏡、補聴器、車いす、一本杖以外の歩行補助杖、歩行器など）の交付や、修理に必要な費用を助成します。 
※装具の種類に応じた基準額あり。　〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護者）が課税世帯〕基準額の１割負担 
〔非課税世帯〕無料 
※世帯の中に市民税所得割額が４６万円以上の方がいる場合は支給の対象となりません。　有 
 
■就労活動の場 
支援制度　制度の内容　負担額　所得要件　担当課 
就労継続支援（Ａ型・Ｂ型） 
就労移行支援　障がいがあり、一般企業での就労が困難な方に、働く場の提供や就労に必要な知識および能力向上のために必要な訓練を実施します。　〔本人および配偶者が課税世帯〕１割負担 
〔非課税世帯〕無料　無　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
 
■地域生活支援 
支援制度　制度の内容　負担額　所得要件　担当課 
コミュニケーション支援 
（手話通訳・要約筆記派遣）　聴覚・音声機能・言語機能障がいのある方の意思疎通を仲介し、社会参加を促進するために、手話通訳者や要約筆記者の派遣を実施します。　無料 
※交通費、入場料等は利用者負担となる場合があります。　無　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
日常生活用具費の支給　日常生活用具（入浴補助用具、歩行支援用具、特殊寝台、特殊便器、火災警報器、ストーマ装具など）の購入費用の一部を支給します。 
※用具の種類に応じた基準額あり。　〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護者）が課税世帯〕基準額の１０％負担 
〔非課税世帯〕無料 
※世帯の中に市民税所得割額が４６万円以上の方がいる場合は交付負担の対象となりません。　有 
移動支援　視覚障がいの方、肢体不自由の方で上下肢ともに重度の障がいのある方、知的障がいの方または精神障がいの方の社会生活上必要不可欠な外出および余暇活動等の社会参加のための外出を支援します。　〔本人および配偶者（１８歳未満の場合は保護者）が課税世帯〕１０％負担 
〔非課税世帯〕無料　無 
日中一時支援　障がいのある方等の日中の活動の場の確保および一時的な見守りにより、障がいのある方等の社会適応の促進および日常介護している家族の一時的な負担軽減を図る支援を実施します。 
訪問入浴　身体障害者手帳の交付を受けている１５歳以上６５歳未満の在宅の方で、座位を保つことが著しく困難である等、訪問入浴でなければ入浴が困難な方の支援を実施します。 
地域活動支援センター　フリースペースの提供、グループワーク・メンバーによる自主活動の支援、地域住民との交流事業や地域の社会資源とのネットワーク構築の他、同行支援や訪問支援などの生活支援を実施します。 
※精神科や心療内科を受診していて、リヒトに利用登録をした方が対象となります。　無料 
※リヒトに登録する際、登録料（年額１，１２０円）が必要となります。　地域生活支援センターリヒト 
　電話（３４８０）６６５６ 
 
■日常生活の援助・助成 
支援制度　対象者　助成額等　所得要件　担当課 
都営交通無料乗車券・ 
精神障害者都営交通乗車証の交付　身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方 
※シルバーパスとの併用はできません。　都営地下鉄全線、都バス、都電、日暮里・舎人ライナーが無料　無　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
民営バスの割引および 
付き添いの方の割引　〔本人のみ〕身体障害者手帳または愛の手帳の交付を受けている方 
〔本人および付き添いの方〕第１種の身体障害者手帳または愛の手帳の交付を受けている方　都内を運行する一般路線バスの都内区間運賃が半額 
※付き添いの方には割引証を発行 
有料道路の割引　〔本人が運転する場合〕身体障害者手帳の交付を受けている方 
〔本人が運転する場合および本人が同乗し本人以外の方が運転する場合〕第１種の身体障害者手帳または愛の手帳の交付を受けている方 
※短期リースや、事業・営業に使用する自動車等は対象となりません。　通常料金の半額 
身体障害者用自動車改造費の助成　市内に居住する１８歳以上の上・下肢または体幹機能障がい１・２級の方で、自らが所有し運転する自動車の改造が必要な場合　限度額１３万３，９００円　有 
自動車運転教習および排気量等の限定解除費用の助成　市内に引き続き３カ月以上住所を有し、運転免許適性試験に合格した身体障害者手帳３級以上（内部障がいは４級、下肢または体幹機能障がいは５級以上で歩行困難な方）および愛の手帳４度以上の方　助成対象経費の３分の２（１，０００円未満切り捨て）を助成。ただし、前年の所得税額に応じて限度額あり。排気量等の限定解除は、助成対象経費の実支出額（２万６００円程度）。 
身体障害者自動車ガソリン費助成　市内に引き続き３カ月以上居住し、住民基本台帳に登録されている方で、次のいずれかに該当する方 
▽身体障害者手帳１～３級の方で、自己所有の自動車を自ら運転している方 
▽身体障害者手帳１～２級あるいは愛の手帳１～２度の方で、同一世帯または同一住所に移動の介助を行う方がいて、その介助者が自己所有の自動車を専らその障がいのある方のために使用する場合 
※福祉タクシー利用助成との併給はできません。　１カ月１５ｌを限度とした額（８００円）　無 
福祉タクシーおよび 
福祉車輌利用助成　上肢障がい・聴覚障がいを除く身体障害者手帳１・２級の方、愛の手帳１・２度の方、または高次脳機能障がいで重度の知的障がいと同程度の方 
※ガソリン費の助成と併給はできません。　月額２，８００円　有 
私立心身障害児通所訓練施設通所児保護者に対する補助金　地方公共団体の補助を受けて、心身に障がいのある児童の通所訓練事業を実施している私立または任意のグループの通所訓練施設で訓練を受けている市内在住の児童の保護者　児童一人につき、月額６，０００円以内 
重度心身障害者（児）家族介護用品の支給　東京都重度心身障害者手当の対象となる重度の障がいのある方で、常時おむつを必要とする６５歳未満の方 
※施設入所等適用されない場合があります。　〔重度心身障害者手当を受給していない市民税非課税の方〕３万３，２００円（年３回）を限度とした介護用品の支給 
〔それ以外の方〕２万円（年３回）を限度とした介護用品の支給　無 
入浴券の交付　心身に障がいがあり、障害者手帳の交付を受けている１２歳以上の方で、自宅に入浴施設がなく、常時公衆浴場を利用される方 
※生活保護の生活扶助を受給している方は除く。　月４枚　介護支援課 
高齢者支援係 
送迎サービス 
（ハンディキャブ）　原則、市内在住の利用会員登録をされた方で、車いすを利用する方、歩行困難の方、目の不自由な方、知的障がいのある方、またはその他の理由で移動困難と認められる方　利用は原則、午前８時から午後６時まで（時間外は要相談）、運行利用料は３０分５００円（早朝・夜間・休日６００円）。走行距離１kmにつき５０円加算（市内は一運行７００円）。 
〔年会費〕３，０００円　特定非営利活動法人 
ハンディキャブこまえ 
　電話（３４８０）５４３３ 
NHK放送受信料の免除 
（全額）　▽身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方がいる世帯で、世帯構成員全員が市民税非課税の場合 
▽所得税法または地方税法に規定する障がい者のうち、児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指定医により知的障がいと判定された方がいる世帯で、世帯構成員全員が市民税非課税の場合　全額免除　有　福祉サービス支援室 
障がい者支援担当 
NHK放送受信料の免除 
（半額）　▽視覚障がいまたは聴覚障がい、もしくは障害等級が１・２級の身体障害者手帳をお持ちの方が世帯主かつ受信契約者である場合 
▽障害等級が１級の精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が世帯主でかつ受信契約者の場合 
▽所得税法または地方税法に規定する特別障がい者のうち、児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指定医により重度の知的障がいと判定された方が、世帯主でかつ受信契約者の場合　半額免除　無
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▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
掌
午
前
８
時　

分
～

２７

３０

午
後
５
時

▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
昭
午
後
８
時
ま
で

３１

　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税（
第

２４

４
期
分
）
お
よ
び
平
成　

年
度
国
民

２４

健
康
保
険
税
（
第
７
期
分
）
は
１
月

　

日
昭
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

３１※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

１
月　

日
松
午
前　

時
か
ら
午
後

２６

１０

　

時
（
予
定
）
ま
で
、
市
議
会
ホ
ー

１０ム
ペ
ー
ジ
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
議
会
事
務
局

 　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
の
昼
食

費
の
一
部
を
、
介
護
保
険
の
「
市
町

村
特
別
給
付
」
と
し
て
一
食
に
つ
き

２
０
０
円
給
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
４
月
サ
ー
ビ
ス

２４

利
用
分
よ
り
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
該
当

１
月
の
日
曜
・
夜
間
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
会
議

録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
い
ま
す

特
別
給
付
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
昼
食
費
助
成
）
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
（
第
３
期
）

す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
、
各
事
業
所
と
介
護
支
援
課

で
配
布
し
ま
す
。

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月　
１５

日
晶
ま
で
に
、
介
護
支
援
課
介
護
保

険
係
へ
。

 　

社
会
教
育
に
関
し
て
、
教
育
長
を

通
じ
て
教
育
委
員
会
へ
助
言
す
る
た

め
の
諸
計
画
を
立
案
し
、
社
会
教
育

関
係
団
体
等
へ
指
導
や
助
言
を
与
え

る
な
ど
の
諸
活
動
を
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の

２０

方〔
募
集
人
員
〕
２
人
以
内

〔
任
期
〕
２
年
（
４
月
１
日
～
平
成

　

年
３
月　

日
）

２７

３１

〔
会
議
〕
原
則
、
平
日
夜
間
（
年
８

回
程
度
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
晶
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

１５氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
、
お
よ
び
作
文
「
社
会
教
育
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
８
０

０
字
程
度
（
様
式
自
由
）
に
ま
と
め

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ
。

 　

狛
江
市
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応

じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、

答
申
し
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
で　

歳
２０

以
上
（
１
月　

日
現
在
）
の
市
内
ス

１５

ポ
ー
ツ
関
係
者

〔
募
集
人
員
〕
２
人
以
内

〔
任
期
〕
２
年
（
４
月
１
日
～
平
成

社
会
教
育
委
員
市
民
公
募
委

員
募
集

狛
江
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
市
民
公
募
委
員
募
集

　

年
３
月　

日
）

２７

３１

〔
会
議
〕
原
則
、
平
日
夜
間

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
晶（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
・
氏

１５名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番

号
・
ス
ポ
ー
ツ
の
経
歴
、
お
よ
び
作

文
「
狛
江
市
に
お
け
る
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
８
０
０

字
程
度
（
様
式
自
由
）
に
ま
と
め
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ
。

 
恭
第
８
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
後
７
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
案
件
〕
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の

推
進
に
関
す
る
基
本
条
例
の
基
本
的

な
考
え
方
・
推
進
指
針
・
市
民
協
働

事
業
提
案
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

他〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
３
回
市
史
編
さ
ん
委
員
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
捷
午
後
６
時　

２８

１５

分
か
ら

〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
案
件
〕
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
史
編
さ
ん
室

恭
第
５
回
狛
江
市
安
心
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
推
進
審
議
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
前
９
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
の
推
進
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

恭
第
３
回
狛
江
市
安
心
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
地
域
協
議
会
設
立
準
備
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
晶
午
後
３
時
か

２５

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
地
域
協
議
会
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

恭
第
５
回
狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協

議
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
捷
午
後
３
時
か

２８

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕
防
犯
施
策
等
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

恭
平
成　

年
度
第
３
回
狛
江
市
地
域

２４

自
立
支
援
協
議
会
定
例
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
後
３
時
～

２４

５
時

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
案
件
〕
第
２
回
全
体
会
以
後
の
活

動
報
告
、「
社
会
福
祉
法
人
光
友
会
ひ

か
り
作
業
所
」
の
地
域
で
の
取
り
組

み
報
告
会

※
手
話
通
訳
等
を
希
望
の
方
は
、　
１８

日
晶
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
障
が
い
者
支
援
担
当

 　

平
成　

年　

月
か
ら　

月
ま
で
の

２４

１０

１２

間
に
、
次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
鹿
野
哲
也
さ
ん
（
杉
並
区
）

▽
河
野
る
り
子
さ
ん
（
川
崎
市
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

こ
ま
こ
ま
ええ応

援
寄
附

　
　

応
援
寄
附
金金

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月
４
日
捷
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
対
象
〕
平

３０

成　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

２３
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保

険
証
・
現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯

ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
推
進

課
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察

（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月　

日
昭
受
付
時
間
は

１４

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
対
象
〕
平

３０

成　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

２２
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目

と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
推
進

課
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察

（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
育
児
教
室
「
も
ぐ
も
ぐ
学
級
」
〜

生
後
７
・
８
カ
月
児
の
離
乳
食
〜

〔
日
時
〕
２
月　

日
昌
受
付
時
間
は

１３

午
後
１
時
～
１
時　

分
（
３
時
終
了

１０

予
定
）〔
対
象
〕
生
後
７
・
８
カ
月
児

の
保
護
者
〔
定
員
〕
先
着　

人
（　

２０

１０

人
ま
で
保
育
あ
り
）〔
内
容
〕
離
乳
食

に
つ
い
て
の
話
と
試
食
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
※
保

育
を
希
望
す
る
方
は
、バ
ス
タ
オ
ル
・

乳
児
の
飲
み
物
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
む
し
歯
予
防
教
室

　

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
歯
科
衛
生

士
・
栄
養
士
が
お
話
を
し
ま
す
。

〔
対
象
・
日
程
〕
▽
１
歳
児
か
ら
１

歳
６
カ
月
児
ま
で
の
保
護
者　

２
月

　

日
昌
▽
１
歳
７
カ
月
児
か
ら
２
歳

２０児
ま
で
の
保
護
者　

２
月　

日
昭

２１

〔
時
間
〕
午
前　

時
～　

時
〔
定
員
〕

１０

１１

各　

人
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手

１５
帳
・
黒
イ
ン
ク
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
子

ど
も
が
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
推
進
課
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
こ
ま
え
苑
「
介
護
予
防
普
及
啓
発

事
業
」

▽
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音
楽
療
法

　
〔
日
程
〕
２
月
８
日
晶
〔
講
師
〕
野

田
千
恵
子
さ
ん

▽
体
を
ケ
ア
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
・
や
さ
し
い
ヨ
ガ　
〔
日
程
〕
２
月

　

日
昌
〔
講
師
〕
中
田
三
華
さ
ん

２０▽
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
高
齢
者
の
食

事　
〔
日
程
〕
２
月　

日
昇
〔
講
師
〕

２６

伊
藤
和
香
子
さ
ん
（
栄
養
士
）

　

各
日
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
※
水
分
は

２０

各
自
用
意
し
、
運
動
の
際
は
動
き
や

す
い
服
装
・
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

こ
ま
え
苑
察
（
３
４
８
９
）
２
４
２

２
へ
。

■
第　

回
市
民
健
康
講
座

１２

〔
日
時
〕
２
月
９
日
松
午
後
２
時　
３０

分
～
４
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

ル
展
示
・
多
目
的
室
※
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
〔
内
容
〕
野
口
雅

久
さ
ん
（
東
京
薬
科

大
学
薬
学
部
教
授
）

に
よ
る
講
演
「
身
近

な
バ
イ
菌
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行政けいじばん 
 
１月の日曜・夜間納税窓口～税の納め忘れはありませんか～ 
 
▽日曜納税窓口 
〔日時〕２７日(日)午前８時３０分～午後５時 
▽夜間納税窓口 
〔日時〕３１日(木)午後８時まで 
　平成２４年度市民税・都民税（第４期分）および平成２４年度国民健康保険税（第７期分）は１月３１日(木)までに納めてください。 
※納付は便利で納め忘れのない口座振替をご活用ください。 
〔会場・問い合わせ〕納税課 
 
市議会ホームページ会議録検索システムのメンテナンスを行います 
 
　１月２６日(土)午前１０時から午後１０時（予定）まで、市議会ホームページ会議録検索システムを利用することができません。 
　不便をお掛けしますが、理解と協力をお願いします。 
　なお、市議会ホームページにはアクセスできます。 
〔問い合わせ〕議会事務局 
 
特別給付（デイサービス等昼食費助成）の申請を受け付けます（第３期） 
 
　デイサービス等利用者の昼食費の一部を、介護保険の「市町村特別給付」として一食につき２００円給付します。 
　なお、平成２４年４月サービス利用分より通所リハビリテーションも対象となりました。該当する方は申請してください。申請書は、各事業所と介護支援課で配布します。 
〔申請先・問い合わせ〕２月１５日(金)までに、介護支援課介護保険係へ。 
 
社会教育委員市民公募委員募集 
 
　社会教育に関して、教育長を通じて教育委員会へ助言するための諸計画を立案し、社会教育関係団体等へ指導や助言を与えるなどの諸活動を行います。 
〔対象〕市内在住の２０歳以上の方 
〔募集人員〕２人以内 
〔任期〕２年（４月１日～平成２７年３月３１日） 
〔会議〕原則、平日夜間（年８回程度） 
〔申し込み・問い合わせ〕２月１５日(金)（必着）までに、住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号、および作文「社会教育の今後のあり方について」を８００字程度（様式自由）にまとめ社会教育課社会教育係へ。 
 
狛江市スポーツ推進審議会市民公募委員募集 
 
　狛江市教育委員会の諮問に応じて、スポーツの振興に関する重要事項について調査審議し、答申します。 
〔対象〕市内在住・在勤で２０歳以上（１月１５日現在）の市内スポーツ関係者 
〔募集人員〕２人以内 
〔任期〕２年（４月１日～平成２７年３月３１日） 
〔会議〕原則、平日夜間 
〔申し込み・問い合わせ〕２月１５日(金)（必着）までに、住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号・スポーツの経歴、および作文「狛江市における市民スポーツのあり方について」を８００字程度（様式自由）にまとめ社会教育課社会教育係へ。 
 
審議会等の公開 
 
■第８回狛江市市民参加と市民協働に関する審議会 
〔日時〕１月２４日(木)午後７時から 
〔会場〕４階特別会議室 
〔案件〕市民参加と市民協働の推進に関する基本条例の基本的な考え方・推進指針・市民協働事業提案制度の見直しについて、他 
〔問い合わせ〕政策室協働調整担当 
■第３回市史編さん委員会 
〔日時〕１月２８日(月)午後６時１５分から 
〔会場〕３０１会議室 
〔案件〕市史編さんについて 
〔問い合わせ〕市史編さん室 
■第５回狛江市安心で安全なまちづくり推進審議会 
〔日時〕１月１７日(木)午前９時から 
〔会場〕狛江市役所小田急線高架下分室１０３・１０４会議室 
〔案件〕安心で安全なまちづくり基本条例の推進について 
〔問い合わせ〕安心安全課 
■第３回狛江市安心で安全なまちづくり地域協議会設立準備会 
〔日時〕１月２５日(金)午後３時から 
〔会場〕狛江市役所小田急線高架下分室１０３・１０４会議室 
〔案件〕安心で安全なまちづくり地域協議会について 
〔問い合わせ〕安心安全課 
■第５回狛江市生活安全対策協議会 
〔日時〕１月２８日(月)午後３時から 
〔会場〕狛江市役所小田急線高架下分室１０３・１０４会議室 
〔案件〕防犯施策等について 
〔問い合わせ〕安心安全課 
■平成２４年度第３回狛江市地域自立支援協議会定例会 
〔日時〕１月２４日(木)午後３時～５時 
〔会場〕４階特別会議室 
〔案件〕第２回全体会以後の活動報告、「社会福祉法人光友会ひかり作業所」の地域での取り組み報告会 
※手話通訳等を希望の方は、１８日(金)までにご連絡ください。 
〔問い合わせ〕福祉サービス支援室障がい者支援担当 
 
こまえ 
　　応援寄附金 
 
　平成２４年１０月から１２月までの間に、次の方々から寄附をいただきました。 
　ありがとうございました。 
▽鹿野哲也さん（杉並区） 
▽河野るり子さん（川崎市） 
〔問い合わせ〕課税課 
 
 
 
健康と衛生 
 
健康診査 
 
■１歳６カ月児健康診査 
〔日時〕２月４日(月)受付時間は午後１時～１時３０分〔対象〕平成２３年７月生まれの幼児〔持ち物〕母子健康手帳・問診票・保険証・現在使っている幼児の歯ブラシ※対象者には個別に問診票を送付しています。 
〔会場・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
■３歳児健康診査 
〔日時〕２月１４日(木)受付時間は午後１時～１時３０分〔対象〕平成２２年１月生まれの幼児〔持ち物〕母子健康手帳・問診票・目と耳のアンケート・尿・保険証※対象者には個別に問診票を送付しています。 
〔会場・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
 
教室 
 
■育児教室「もぐもぐ学級」～生後７・８カ月児の離乳食～ 
〔日時〕２月１３日(水)受付時間は午後１時～１時１０分（３時終了予定）〔対象〕生後７・８カ月児の保護者〔定員〕先着２０人（１０人まで保育あり）〔内容〕離乳食についての話と試食、グループワーク〔持ち物〕筆記用具※保育を希望する方は、バスタオル・乳児の飲み物などをお持ちください。 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１へ。 
■むし歯予防教室 
　むし歯予防について歯科衛生士・栄養士がお話をします。 
〔対象・日程〕▽１歳児から１歳６カ月児までの保護者　２月２０日(水)▽１歳７カ月児から２歳児までの保護者　２月２１日(木)〔時間〕午前１０時～１１時〔定員〕各１５人〔持ち物〕母子健康手帳・黒インクのボールペン・子どもが使っている歯ブラシ 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１へ。 
■こまえ苑「介護予防普及啓発事業」 
▽認知症予防のための音楽療法　〔日程〕２月８日(金)〔講師〕野田千恵子さん 
▽体をケアしてバランスを整える・やさしいヨガ　〔日程〕２月２０日(水)〔講師〕中田三華さん 
▽バランスのとれた高齢者の食事　〔日程〕２月２６日(火)〔講師〕伊藤和香子さん（栄養士） 
　各日〔時間〕午後１時３０分～３時〔定員〕先着２０人※水分は各自用意し、運動の際は動きやすい服装・上履きをお持ちください。 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕こまえ苑　電話（３４８９）２４２２へ。 
■第１２回市民健康講座 
〔日時〕２月９日(土)午後２時３０分～４時〔会場〕エコルマホール展示・多目的室※直接会場にお越しください〔内容〕野口雅久さん（東京薬科大学薬学部教授）による講演「身近なバイ菌の話～感染症を予防しましょう～」※講演終了後、お薬相談を行います。 
〔問い合わせ〕狛江市薬剤師会　電話（５４９７）２５０１ 
 
健康相談 
 
■フロアー健康相談 
〔日時〕１月２５日(金)午前９時３０分～１１時３０分 
〔会場・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
■育児相談～子どもの身長、体重も測れます～ 
〔日時〕２月６日(水)午前９時３０分～１１時３０分〔持ち物〕母子健康手帳 
〔会場・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１
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午
前　

時
Ỗ
午
後
⚖
時
Ờ
へ
Ố

⚑⚐

■
東
京
都
特
定
ớ
産
業
別
Ờ
最
低
賃

金
改
正

　

東
京
都
特
定
ớ
産
業
別
Ờ
最
低
賃

金
が
ỏ
平
成　

年　

月　

日
か
ら
鉄

⚒⚔

⚑⚒

⚓⚑

鋼
業
・
時
間
額
⚘
⚕
⚙
円
ỏ
出
版
業
・

時
間
額
⚘
⚕
⚗
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
Ố
一
部
の
労
働
者
は
特
定
ớ
産
業

別
Ờ
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ず
ỏ
東

京
都
最
低
賃
金ớ
時
間
額
⚘
⚕
⚐
円
Ờ

が
適
用
さ
れ
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
東
京
労
働
局
賃
金

課
察
ớ
⚓
⚕
⚑
⚒
Ờ
⚑
⚖
⚑
⚔
ま
た

は
東
京
都
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ồ
察
ớ
⚓
⚕
⚔
⚓
Ờ
⚖
⚓
⚒

⚖■
石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
ỏ

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
ỏ

労
災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災

保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
Ố

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ỳ
た
方
が

過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て
い
た

場
合
ỏ
労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
ỏ
最

寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
ま
た
は
労

働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

　

詳
細
は
ỏ
厚
生
労
働
省
ホ
ồ
ム
ペ

ồ
ジớhttp://w

w
w
.m
hlw
.go.jp

/

Ờで
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
東
京
労
働
局
労
災

補
償
課
察
ớ
⚓
⚕
⚑
⚒
Ờ
⚑
⚖
⚑
⚗

 
■
青
少
年
ス
ポ
ồ
ツ
教
室

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
ờ
日
程
Ở⚒
月
⚒

日
松
か
らớ
土
曜
日
を
主
に
全
⚕
回
Ờ

ờ
対
象
Ở
小
学
校
⚓
Ỗ
⚖
年
生
ờ
定

員
Ở
先
着　

人
⚒⚐

▽
ビ
ồ
チ
ボ
ồ
ル　
ờ
日
程
Ở⚒
月　
⚑⚗

日
掌
か
らớ
日
曜
日
を
主
に
全
⚖
回
Ờ

ờ
対
象
Ở
小
学
校

⚒
Ỗ
⚖
年
生
ờ
定

員
Ở
先
着　

人
⚓⚐

　

各
回
ờ
時
間
Ở

午
前
⚙
時
Ỗ　

時
⚑⚑

　

分
ờ
会
場
Ở
西
和
泉
体
育
館
ờ
参

⚑⚕加
費
Ở
⚘
⚐
⚐
円
ớ
保
険
料
・
消
耗

品
代
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚑
月

　

日
昌
か
ら　

日
晶
ま
で
に
参
加
費

⚑⚖

⚒⚕

を
持
参
の
上
ỏ
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
へ
Ố

■
市
民
総
合
体
育
館
の
改
修
工
事
を

行
い
ま
す

　

⚓
月　

日
昌
は
改
修
工
事
の
た
め
ỏ

⚑⚓

市
民
総
合
体
育
館
を
休
館
し
ま
す
Ố

終
日
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ỏ
ご
注

意
く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
市
民
総
合
体
育
館

察
ớ
⚓
⚔
⚓
⚐
Ờ
⚑
⚑
⚔
⚑

■
第　

回
狛
江
市
民
柔
道
大
会

⚒⚘

ờ
日
時
Ở
⚒
月　

日
掌
午
前　

時　

⚒⚔

⚑⚐

⚓⚐

分
か
ら
ớ　

時
開
場
Ờờ
会
場
Ở
市
民

⚑⚐

総
合
体
育
館
ờ
対
象
Ở
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者
ờ
試
合
方
法
Ở
小
学

生
の
部
ớ
学
年
別
・
男
女
別
Ờỏ
中
学

生
の
部
ỏ
一
般
段
外
の
部
※
各
高
点

試
合
ờ
参
加
費
Ở
⚓
⚐
⚐
円

 
■
中
学
校
ủ
技
術
・
家
庭
科
Ứ・ủ
美

術
科
Ứ
作
品
展

　

市
立
中
学
校
のủ
技
術
・
家
庭
科
Ứ・

ủ
美
術
科
Ứ
の
授
業
で
生
徒
が
つ
く

ỳ
た
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

▽
技
術
・
家
庭
科　
ờ
日
程
Ở⚑
月　
⚓⚐

日
昌
Ỗ
⚒
月
⚑
日
晶
ờ
時
間
Ở
午
前

⚙
時
Ỗ
午
後
⚙
時　

分
ớ
最
終
日
は

⚓⚐

午
後
⚓
時
ま
で
Ờờ
会
場
Ở
西
河
原
公

民
館

▽
美
術
科　
ờ
日
程
Ở⚒
月
⚑
日
晶
Ỗ

⚕
日
昇
ờ
時
間
Ở
午
前　

時
Ỗ
午
後

⚑⚐

⚕
時
ớ
最
終
日
は
午
後
⚓
時
ま
で
Ờ

ờ
会
場
Ở
泉
の
森
会
館

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
指
導
室

■
男
の
料
理
教
室
Ỗ
米
粉
料
理
を
作

ỳ
て
食
べ
て
ỏ
違
い
を
発
見
Ỗ

ờ
日
時
Ở
⚒
月
⚒
日
松
午
前　

時
Ỗ

⚑⚐

午
後
⚑
時
ờ
対
象
Ở
成
人
男
性
ờ
定

員
Ở
先
着　

人
ờ
メ
ニ
ỿ
ồ
Ở
煮
込

⚑⚕

み
う
ど
ん
・
三
色
天
ぷ
ら
・
黒
蜜
団

子
ờ
講
師
Ở
小
林
秀
子
さ
ん
ờ
持
ち

物
Ở
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
布
巾

ờ
参
加
費
Ở
⚑
埀
⚐
⚐
⚐
円

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

南
部
地
域
セ
ン
タ
ồ
察ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ

⚒
⚑
⚕
⚐
へ
Ố

■
第　

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ỻ
ア

⚒⚕

ờ
日
程
Ở⚑
月　

日
晶
Ỗ　

日
掌ờ
時

⚑⚘

⚒⚐

間
Ở
午
前　

時
Ỗ
午
後
⚗
時
ớ
最
終

⚑⚐

日
は
午
後
⚕
時
ま
で
Ờờ
会
場
Ở
パ
ồ

ク
ア
ベ
ニ
ỿ
ồ
オ
リ
オ
ン
書
房
ノ
ル

テ
店
ờ
内
容
Ở
多
摩
地
区　

市
町
村

⚒⚙

の
歴
史
・
郷
土
書
籍
を
一
同
に
集
め
ỏ

展
示
販
売
し
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
社
会
教
育
課
文
化

財
担
当

■
風
の
子
集
ま
れủ
親
子
で
豆
ま
き
・

ミ
ニ
コ
ン
サ
ồ
ト
Ứ

ờ
日
時
Ở
⚒
月
⚓
日
掌
午
後
⚒
時
Ỗ

⚓
時　

分
ờ
対
象
Ở
幼
児
と
保
護
者

⚓⚐

ờ
定
員
Ở　

組
※
要
予
約
ờ
内
容
Ở

⚒⚐

豆
ま
き
を
し
て
ỏ
お
し
る
こ
を
食
べ

ま
す
Ố
お
楽
し
みủ
ミ
ỿ
ồ
ジ
ỽ
ク
・

ボ
ỽ
ク
ス
Ứ
と
し
て
ỏ
ア
コ
ồ
デ
ỹ

オ
ン
ỏ
フ
ル
ồ
ト
な
ど
の
演
奏
と
歌

遊
び
も
あ
り
ま
す
ờ
出
演
Ở
ル
ア
ン

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
む
い

か
ら
民
家
園
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ
⚘
⚙

⚘
⚑
ớ
水
・
木
曜
日
は
休
園
Ờ
へ
Ố

 
■
フ
Ỹ
ミ
リ
ồ
・
サ
ポ
ồ
ト
・
セ
ン

タ
ồ
事
業
説
明
会

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
松
午
前　

時
Ỗ

⚑⚙

⚑⚑

午
後
⚐
時　

分
ờ
会
場
Ở
岩
戸
児
童

⚓⚐

セ
ン
タ
ồ
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

ờ
内
容
Ở
子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願

い
し
た
い
方
ớ
利
用
会
員
Ờ
と
お
手

伝
い
し
た
い
方
ớ
サ
ポ
ồ
ト
会
員
Ờ

が
ỏ
相
互
に
助
け
合
い
な
が
ら
子
育

て
を
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
活
動

で
す
Ố
利
用
会
員
希
望
者
は
説
明
会

以　下　は　広　告　枠　で　す

インフォメーション　ご案内 
 
催し 
 
■中学校「技術・家庭科」・「美術科」作品展 
　市立中学校の「技術・家庭科」・「美術科」の授業で生徒がつくった作品をご覧ください。 
▽技術・家庭科　〔日程〕１月３０日(水)～２月１日(金)〔時間〕午前９時～午後９時３０分（最終日は午後３時まで）〔会場〕西河原公民館 
▽美術科　〔日程〕２月１日(金)～５日(火)〔時間〕午前１０時～午後５時（最終日は午後３時まで）〔会場〕泉の森会館 
〔問い合わせ〕指導室 
■男の料理教室～米粉料理を作って食べて、違いを発見～ 
〔日時〕２月２日(土)午前１０時～午後１時〔対象〕成人男性〔定員〕先着１５人〔メニュー〕煮込みうどん・三色天ぷら・黒蜜団子〔講師〕小林秀子さん〔持ち物〕エプロン・三角巾・布巾〔参加費〕１,０００円 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕南部地域センター　電話（３４８９）２１５０へ。 
■第２５回多摩郷土誌フェア 
〔日程〕１月１８日(金)～２０日(日)〔時間〕午前１０時～午後７時（最終日は午後５時まで）〔会場〕パークアベニューオリオン書房ノルテ店〔内容〕多摩地区２９市町村の歴史・郷土書籍を一同に集め、展示販売します。 
〔問い合わせ〕社会教育課文化財担当 
■風の子集まれ「親子で豆まき・ミニコンサート」 
〔日時〕２月３日(日)午後２時～３時３０分〔対象〕幼児と保護者〔定員〕２０組※要予約〔内容〕豆まきをして、おしるこを食べます。お楽しみ「ミュージック・ボックス」として、アコーディオン、フルートなどの演奏と歌遊びもあります〔出演〕ルアン 
〔申し込み・問い合わせ〕むいから民家園　電話（３４８９）８９８１（水・木曜日は休園）へ。 
 
お知らせ 
 
■ファミリー・サポート・センター事業説明会 
〔日時〕１月１９日(土)午前１１時～午後０時３０分〔会場〕岩戸児童センター※駐車場はありません〔内容〕子育ての手伝いをお願いしたい方（利用会員）とお手伝いしたい方（サポート会員）が、相互に助け合いながら子育てをする有償ボランティア活動です。利用会員希望者は説明会への参加が、サポート会員希望者は説明会と講習会への参加が必要です（１歳以上の託児あり。要予約）。 
〔申し込み・問い合わせ〕ファミリー・サポート・センター　電話（３４８０）１５８７（月～土曜日午前１０時～午後６時）へ。 
■東京都特定（産業別）最低賃金改正 
　東京都特定（産業別）最低賃金が、平成２４年１２月３１日から鉄鋼業・時間額８５９円、出版業・時間額８５７円に改正されました。一部の労働者は特定（産業別）最低賃金が適用されず、東京都最低賃金（時間額８５０円）が適用されます。 
〔問い合わせ〕東京労働局賃金課　電話（３５１２）１６１４または東京都最低賃金総合相談支援センター　電話（３５４３）６３２６ 
■石綿による疾病の補償・救済 
　中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労働者として石綿ばく露作業に従事していたことが原因であると認められた場合には、労災保険法に基づく各種の労災保険給付や石綿救済法に基づく特別遺族給付金が支給されます。 
　中皮腫などで亡くなった方が過去に石綿業務に従事していた場合、労災保険給付等の支給対象となる可能性があるので、最寄りの都道府県労働局または労働基準監督署にご相談ください。 
　詳細は、厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/）でもご覧になれます。 
〔問い合わせ〕東京労働局労災補償課　電話（３５１２）１６１７ 
 
スポーツ 
 
■青少年スポーツ教室 
▽バドミントン　〔日程〕２月２日(土)から（土曜日を主に全５回）〔対象〕小学校３～６年生〔定員〕先着２０人 
▽ビーチボール　〔日程〕２月１７日(日)から（日曜日を主に全６回）〔対象〕小学校２～６年生〔定員〕先着３０人 
　各回〔時間〕午前９時～１１時１５分〔会場〕西和泉体育館〔参加費〕８００円（保険料・消耗品代） 
〔申し込み・問い合わせ〕１月１６日(水)から２５日(金)までに参加費を持参の上、社会教育課社会教育係へ。 
■市民総合体育館の改修工事を行います 
　３月１３日(水)は改修工事のため、市民総合体育館を休館します。終日使用できませんので、ご注意ください。 
〔問い合わせ〕市民総合体育館　電話（３４３０）１１４１ 
■第２８回狛江市民柔道大会 
〔日時〕２月２４日(日)午前１０時３０分から（１０時開場）〔会場〕市民総合体育館〔対象〕市内在住・在学・在勤者〔試合方法〕小学生の部（学年別・男女別）、中学生の部、一般段外の部※各高点試合〔参加費〕３００円 
〔申し込み・問い合わせ〕１月２５日(金)までに、狛江市柔道クラブ・池田　電話（３４８０）４６７３へ。 
 
募集 
 
■狛江市国際交流協会「第１０回外国人による日本語スピーチ発表会」出場者～知り合いの外国人の方をご紹介ください～ 
〔日時〕３月１７日(日)午後１時～５時（交流パーティーを含む）〔会場〕中央公民館 
〔申し込み・問い合わせ〕２月１日(金)までに、住所・氏名・国籍・電話番号を政策室協働調整担当へ。 
■世田谷区立三宿中学校夜間学級生徒 
〔対象〕小・中学校を卒業していない１５歳以上の方※国籍は不問。年齢に上限はありません。また、日本語を習得していない方を対象に日本語学級も開設しています〔授業料〕無料 
〔問い合わせ〕世田谷区立三宿中学校夜間学級　電話（３４２４）５２５５ 
■多摩南部成年後見センター嘱託員 
▽コーディネーター　〔対象〕高校卒業以上で、社会福祉士等の有資格者※パソコン能力（ワード・エクセル等）必須〔勤務日程〕４月１日（予定）から土・日曜日、祝日を除く毎日※年度契約。更新制度あり〔勤務時間〕午前９時～午後５時〔募集人員〕１人〔勤務内容〕後見人の紹介、後見監督・相談等〔賃金〕時給１,４００円※通勤手当、社会保険あり 
▽地域支援員　〔対象〕高校卒業以上で、パソコン能力（ワード・エクセル等）必須※福祉資格、運転免許をお持ちの方歓迎〔勤務日程〕４月１日（予定）から週３～４日※年度契約。更新制度あり〔勤務時間〕午前９時～午後５時〔募集人員〕１人〔勤務内容〕利用者宅の訪問、事務処理等〔賃金〕時給１,０００円※通勤手当、一部社会保険あり 
〔申し込み・問い合わせ〕２月７日(木)（必着）までに履歴書（写真貼付）に希望職種・応募動機およびコーディネーター希望の場合は作文「応募動機について」を４００字程度にまとめ、〒１８２－００２６調布市小島町３－６９－２－２Ｆ多摩南部成年後見センター　電話０４２（４９８）５８０２へ。 
■都立多摩職業能力開発センター職業訓練生（４月入校） 
〔募集期間〕２月６日(水)まで〔募集科目〕▽都立多摩職業能力開発センター　計測制御システム科、精密加工科など１５科目▽八王子校　自動車整備工学科、メカトロニクス科など６科目▽府中校　組み込みシステム技術科、電気設備技術科など９科目※詳細はお問い合わせください。 
〔問い合わせ〕都立多摩職業能力開発センター　電話０４２（５００）８７００、八王子校　電話０４２（６２２）８２０１、府中校　電話０４２（３６７）８２０１
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■
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
～
就
職

を
成
功
さ
せ
る
方
法
～

〔
日
時
〕
２
月
４
日
捷
午
後
１
時
～

４
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展

示
・
多
目
的
室
〔
定
員
〕
先
着　

人
４０

〔
講
師
〕
松
田
正
さ
ん
（（
一
社
）
中

高
年
齢
者
雇
用
福
祉
協
会
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
地
域

活
性
課
地
域
振
興
係
へ
。

■
古
布
再
生
「
着
物
の
裏
生
地
を
使

っ
て
布
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
ろ
う
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
昭
午
前　

時
～

３１

１０

午
後
４
時
〔
定
員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕

１０

着
物
の
裏
生
地
・
裁
縫
道
具
・
物
差

し
・
竹
串
・
木
工
用
接
着
剤
〔
参
加

費
〕
５
０
０
円
（
材
料
代
）
※
布
は

必
ず
古
布
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

　

日
捷
か
ら
清
掃
課
（
ビ
ン
・
缶
リ

２１サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）
へ
。

■
生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会
～
畑
や
庭
、

ベ
ラ
ン
ダ
で
の
利
用
法
～

〔
日
時
〕
２
月
７
日
昭
午
前　

時
～

１０

正
午
〔
持
ち
物
〕
生
ご
み
（
野
菜
く

ず
等
少
量
）・
は
さ
み
・
牛
乳
パ
ッ
ク

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

（
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

■
手
話
入
門
講
座

〔
日
程
〕
２
月　

日
松
か
ら
３
月　

１６

１６

日
松
ま
で
の
毎
週
土
曜
日（
全
５
回
）

〔
時
間
〕午
前　

時　

分
～
正
午〔
会

１０

３０

場
〕
駄
倉
地
区
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の　

歳
以

１６

上
の
方
で
、
手
話
に
関
心
が
あ
る
方

〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
内
容
〕
簡
単

２０

な
手
話
単
語
や
日
常
会
話
を
学
び
ま

す
〔
参
加
費
〕
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

８
日
晶
ま
で
に
狛
江
市
社
会
福
祉
協

議
会
察
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

■
男
女
雇
用
平
等
セ
ミ
ナ
ー
「
知
っ

て
お
き
た
い
！
男
女
が
と
も
に
働
き

続
け
る
た
め
の
法
律
と
年
金
・
雇
用

保
険
・
社
会
保
険
」

〔
日
程
・
内
容
〕
▽
２
月
１
日
晶　

労
働
基
準
法
、
育
児
介
護
休
業
法
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
等
の
ポ
イ
ン

ト
▽
８
日
晶　

年
金
・
雇
用
保
険
・

社
会
保
険
の
基
礎
知
識
と
諸
問
題

〔
時
間
〕
午
後
２
時
～
４
時
〔
会
場
〕

調
布
市
市
民
プ
ラ
ザ
あ
く
ろ
す
〔
定

員
〕
各
日　

人
〔
講
師
〕
横
山
玲
子

８０

さ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
八
王
子

事
務
所
察
０
４
２
（
６
４
３
）
０
２

７
８
へ
。

■
働
き
た
い
マ
マ
の
た
め
の
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
２
月　

日
昭
午
後
１
時
～

１４

３
時
〔
会
場
〕
調
布
市
市
民
プ
ラ
ザ

あ
く
ろ
す
〔
定
員
〕
先
着　

人
※
先

３０

着　

人
ま
で
保
育
あ
り
（
１
歳
～
未

１０
就
学
児
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
昇
午
前　

時
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー

２２

１０

ク
府
中
調
布
国
領
し
ご
と
情
報
広
場

察
０
４
２
（
４
８
０
）
８
１
６
１
へ
。

 
脅
中
央
公
民
館 

　
　
　

察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
初
心
者
の
た
め
の
人
形
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な
で
人
形
を
作
っ

て
演
じ
よ
う
！
」　

〔
日
程
・
内
容
〕

▽
１
月　

日
松
・
人
形
作
り
▽
２
月

２６

２
日
松
・
芝
居
作

り
、
演
技
▽
９
日

松
・
芝
居
作
り
、

演
技
▽　

日
松
・

１６

人
形
劇
発
表
（
全

４
回
）〔
時
間
〕
午

前　

時
～
正
午
〔
対
象
〕
成
人
〔
定

１０
員
〕　

人
〔
指
導
〕
早
川
百
合
子
さ

２０

ん（
人
形
劇
団
プ
ー
ク
）〔
参
加
費
〕６

０
０
円
（
教
材
代
）〔
申
し
込
み
〕
１

月　

日
昌
午
前
９
時
か
ら

１６

 
脅
中
央
図
書
館 

察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
朗
読
会
「
宮
澤
賢
治
の
世
界
～
朗

読
を
聴
く
～
」　

〔
日
時
〕２
月　

日
１６

松
午
後
２
時
～
４
時
〔
会
場
〕
中
央

公
民
館
〔
対
象
〕
高
校
生
以
上
〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
お
つ
き
ゆ

５０

き
え
さ
ん
（
朗
読
家
）〔
申
し
込
み
〕

１
月　

日
昌
午
前　

時
か
ら

１６

１０

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し

会　
〔
日
時
〕１
月　

日
晶
午
前　

時

１８

１１

か
ら
〔
対
象
〕
乳
幼
児
と
保
護
者

〔
内
容
〕
ち
い
さ
な
ク
レ
ヨ
ン
（
大

型
絵
本
）、
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ケ
ッ
ト
（
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
）、
鬼
（
折
り
紙
）

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕１

月　

日
晶
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１８

３０

象
〕
幼
児
～
小
学
校

低
学
年
〔
内
容
〕
お

に
た
の
ぼ
う
し
（
絵

本
）、
鬼
（
折
り
紙
）

http://www.ecorma-hall.jp/

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後７時
まで（電話予約でも取り扱っています）。OdakyuＯＸ狛江店宝くじ売り
場でも、ロビーコンサート以外のチケットを取り扱っています（バンド
文化祭を除く）。

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

休

日

診

療

　

時
間

２４医
療
機
関
案
内

○
ひ
ま
わ
り（
東
京
都
医
療
機
関

案
内
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９
ま
た
は
察

０
４
２（
５
２
１
）２
３
２
３

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

２０

２７

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

※　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
成

４０
人
歯
科
検
診
も
実
施
（
無
料
）

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内「
狛
江
・
調
布

小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間
診

察
室
」
察（
３
４
８
８
）２
０
６
１

脅
和
泉
児
童
館 

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
折
り
紙
教
室
「
折
り
紙
で
遊
ぼ

う
」　

〔
日
時
〕１
月　

日
晶
午
後

１８

３
時　

分
～
４
時　

分
〔
対
象
〕

３０

３０

小
学
生
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
内

１５

容
〕
こ
ま
と
ト
ン
ト
ン
相
撲
を
作

り
ま
す
。

こまえ子育てねっと
http://komae-kosodate.net/

てんとうむしばあちゃん

子子育育てて子育子育てて

分
〔
対
象
〕
小
学
生

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

察
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
離
乳
食
教
室　
〔
日
時
〕２
月　
１２

日
昇
午
前　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

〔
対
象
〕
９
カ
月
か
ら
１
歳
６
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
内
容
〕
後
期
か

２０

ら
完
了
期
の
離
乳
食
の
進
め
方
※

試
食
あ
り
〔
講
師
〕
狛
江
栄
養
士

会
〔
申
し
込
み
〕
１
月　

日
松
午

１９

前　

時
か
ら

１０
脅
多
摩
川
保
育
園 

察
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕２
月
１
日

晶
午
前　

時
～　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

〔
内
容
〕
獅
子
舞
・
子
育
て
相
談

■
わ
ら
べ
歌
と
絵
本
の
会　
〔
日

程
〕
１
月　

日
捷
〔
時
間
・
対
象
〕

２８

▽
０
・
１
歳
児
親
子　

午
前　

時
１０

　

分
～　

時　

３０

１０

５０

分
▽
２
歳
児
以

上
親
子　

午
前

　

時
～　

時　

１１

１１

２０

分脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
お
の
っ
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
」　

〔
日
時
〕

１
月　

日
昌
午
後
３
時　

分
～
４

１６

３０

時　

分
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
内
容
〕

４５
紅
白
玉
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
雪
合

戦■
ロ
ッ
キ
ー
シ
ネ
マ
ズ　
〔
日
時
〕

１
月　

日
晶
午
後
３
時
～
４
時　

１８

４５

■ふらっとエコルマ、オープンハウスVol.３
「バンド文化祭」
〔日時〕２月１７日掌午前１０時〜午後５時　
〔チケット〕５００円（入館料。中学生以下無
料）
〔会場・案内〕▽ホール　バンドコンテスト（午前１０時３０分から・
午後０時３０分から）、狛江ゆかりのインディーズ系バンド等によ
るゴールデンバンドライブ（午後２時３０分から）、コンテスト審
査発表（午後３時３０分から）、感動のフィナーレ（午後４時か
ら）
▽リハーサル室　プロの講師によるワークショップ＆セミナー
※当日受付・定員制（午前１１時〜午後３時４５分）
▽ロビー　楽器展示＆試奏コーナーなど
▽展示・多目的室　中高生のバンドによるティーンズ謳歌ライブ
（午前１１時〜午後４時）

■美しい愛の物語
「名作ミュージカル・人魚姫」
〔日時〕２月２４日掌午後２時開演
〔チケット〕全席指定　一般２，０００円　小
学生以下５００円（３歳以上要チケット）

好評発売中 ※いずれの公演も託児サービスあり
（有料・２歳以上・申し込み制）

（
一
財
）狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
察
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

ヨ

イ

ホ

ー

ル

インフォメーション　ご案内　つづき 
 
セミナー 
 
■就職活動支援セミナー～就職を成功させる方法～ 
〔日時〕２月４日(月)午後１時～４時〔会場〕エコルマホール展示・多目的室〔定員〕先着４０人〔講師〕松田正さん（（一社）中高年齢者雇用福祉協会） 
〔申し込み・問い合わせ〕地域活性課地域振興係へ。 
■古布再生「着物の裏生地を使って布のブローチを作ろう」 
〔日時〕１月３１日(木)午前１０時～午後４時〔定員〕１０人〔持ち物〕着物の裏生地・裁縫道具・物差し・竹串・木工用接着剤〔参加費〕５００円（材料代）※布は必ず古布を持参してください。 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕２１日(月)から清掃課（ビン・缶リサイクルセンター）へ。 
■生ごみ堆肥化講習会～畑や庭、ベランダでの利用法～ 
〔日時〕２月７日(木)午前１０時～正午〔持ち物〕生ごみ（野菜くず等少量）・はさみ・牛乳パック 
〔会場・問い合わせ〕清掃課（ビン・缶リサイクルセンター） 
■手話入門講座 
〔日程〕２月１６日(土)から３月１６日(土)までの毎週土曜日（全５回）〔時間〕午前１０時３０分～正午〔会場〕駄倉地区センター〔対象〕市内在住・在学・在勤の１６歳以上の方で、手話に関心がある方〔定員〕先着２０人〔内容〕簡単な手話単語や日常会話を学びます〔参加費〕５００円 
〔申し込み・問い合わせ〕２月８日(金)までに狛江市社会福祉協議会　電話（３４８８）０２９４へ。 
■男女雇用平等セミナー「知っておきたい！男女がともに働き続けるための法律と年金・雇用保険・社会保険」 
〔日程・内容〕▽２月１日(金)　労働基準法、育児介護休業法、男女雇用機会均等法等のポイント▽８日(金)　年金・雇用保険・社会保険の基礎知識と諸問題〔時間〕午後２時～４時〔会場〕調布市市民プラザあくろす〔定員〕各日８０人〔講師〕横山玲子さん（社会保険労務士） 
〔申し込み・問い合わせ〕東京都労働相談情報センター八王子事務所　電話０４２（６４３）０２７８へ。 
■働きたいママのための就職支援セミナー 
〔日時〕２月１４日(木)午後１時～３時〔会場〕調布市市民プラザあくろす〔定員〕先着３０人※先着１０人まで保育あり（１歳～未就学児） 
〔申し込み・問い合わせ〕１月２２日(火)午前１０時からハローワーク府中調布国領しごと情報広場　電話０４２（４８０）８１６１へ。 
 
公民館 
 
○中央公民館　電話（３４８８）４４１１ 
■初心者のための人形劇ワークショップ「みんなで人形を作って演じよう！」　〔日程・内容〕▽１月２６日(土)・人形作り▽２月２日(土)・芝居作り、演技▽９日(土)・芝居作り、演技▽１６日(土)・人形劇発表（全４回）〔時間〕午前１０時～正午〔対象〕成人〔定員〕２０人〔指導〕早川百合子さん（人形劇団プーク）〔参加費〕６００円（教材代）〔申し込み〕１月１６日(水)午前９時から 
 
図書館 
 
○中央図書館　電話（３４８８）４４１４ 
■朗読会「宮澤賢治の世界～朗読を聴く～」　〔日時〕２月１６日(土)午後２時～４時〔会場〕中央公民館〔対象〕高校生以上〔定員〕先着５０人〔講師〕おつきゆきえさん（朗読家）〔申し込み〕１月１６日(水)午前１０時から 
◎南部地域センター　電話（３４８９）２１５０ 
■なんぶ親子で楽しむおはなし会　〔日時〕１月１８日(金)午前１１時から〔対象〕乳幼児と保護者〔内容〕ちいさなクレヨン（大型絵本）、ポンポンポケット（パネルシアター）、鬼（折り紙） 
■なんぶおはなし会　〔日時〕１月１８日(金)午後３時３０分から〔対象〕幼児～小学校低学年〔内容〕おにたのぼうし（絵本）、鬼（折り紙） 
 
 
 
子育て 
こまえ子育てねっと 
http://komae-kosodate.net/ 
 
てんとうむしばあちゃん 
 
○和泉児童館　電話（３４８０）１４４１ 
■折り紙教室「折り紙で遊ぼう」　〔日時〕１月１８日(金)午後３時３０分～４時３０分〔対象〕小学生〔定員〕先着１５人〔内容〕こまとトントン相撲を作ります。 
■わらべ歌と絵本の会　〔日程〕１月２８日(月)〔時間・対象〕▽０・１歳児親子　午前１０時３０分～１０時５０分▽２歳児以上親子　午前１１時～１１時２０分 
○岩戸児童センター　電話（３４８９）５４１４ 
■スタッフタイム「おのっちのスポーツ雪合戦」　〔日時〕１月１６日(水)午後３時３０分～４時４５分〔対象〕小学生〔内容〕紅白玉を使ったスポーツ雪合戦 
■ロッキーシネマズ　〔日時〕１月１８日(金)午後３時～４時４５分〔対象〕小学生 
○子ども家庭支援センター　電話（５４３８）６６０６ 
■離乳食教室　〔日時〕２月１２日(火)午前１０時３０分～１１時３０分〔対象〕９カ月から１歳６カ月までの子どもの保護者〔定員〕先着２０人〔内容〕後期から完了期の離乳食の進め方※試食あり〔講師〕狛江栄養士会〔申し込み〕１月１９日(土)午前１０時から 
○多摩川保育園　電話０４２（４８３）４６６７ 
■園庭開放　〔日時〕２月１日(金)午前１０時～１１時（雨天中止）〔内容〕獅子舞・子育て相談 
 
 
 
エコルマホール主催公演 
（一財）狛江市文化振興事業団　電話（３４３０）４１０６（ヨイホール） 
http://www.ecorma-hall.jp/ 
 
好評発売中 
※いずれの公演も託児サービスあり（有料・２歳以上・申し込み制） 
 
■ふらっとエコルマ、オープンハウスVol.３ 
「バンド文化祭」 
〔日時〕２月１７日(日)午前１０時～午後５時　 
〔チケット〕５００円（入館料。中学生以下無料） 
〔会場・案内〕▽ホール　バンドコンテスト（午前１０時３０分から・午後０時３０分から）、狛江ゆかりのインディーズ系バンド等によるゴールデンバンドライブ（午後２時３０分から）、コンテスト審査発表（午後３時３０分から）、感動のフィナーレ（午後４時から） 
▽リハーサル室　プロの講師によるワークショップ＆セミナー※当日受付・定員制（午前１１時～午後３時４５分） 
▽ロビー　楽器展示＆試奏コーナーなど 
▽展示・多目的室　中高生のバンドによるティーンズ謳歌ライブ（午前１１時～午後４時） 
 
■美しい愛の物語 
「名作ミュージカル・人魚姫」 
〔日時〕２月２４日(日)午後２時開演 
〔チケット〕全席指定　一般２，０００円　小学生以下５００円（３歳以上要チケット） 
 
　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後７時まで（電話予約でも取り扱っています）。OdakyuＯＸ狛江店宝くじ売り場でも、ロビーコンサート以外のチケットを取り扱っています（バンド文化祭を除く）。 
 
 
 
小児初期救急 
平日夜間診療 
 
〔診療日〕月～金曜日（慈恵第三病院の休診日は除く） 
〔受付時間〕午後７時～９時３０分 
〔対象〕１５歳以下の急病の方 
※事前に電話をしてから受診 
○慈恵第三病院内「狛江・調布小児初期救急平日準夜間診察室」　電話（３４８８）２０６１ 
 
休日診療 
 
〔診療日〕２０日・２７日 
〔受付時間〕午前９時～１１時３０分・午後１時～４時３０分 
〔会場〕あいとぴあセンター 
○休日応急診療所 
　　　電話（３４８８）９１２１ 
○休日歯科応急診療所 
※４０歳以上の方を対象に成人歯科検診も実施（無料） 
　　　電話（３４８８）９１７１ 
○休日診療薬局 
　　　電話（３４８８）１５１９ 
 
２４時間 
医療機関案内 
 
○ひまわり（東京都医療機関案内サービス） 
　　　電話（５２７２）０３０３ 
○東京消防庁救急相談センター 
　　　電話♯７１１９または　電話０４２（５２１）２３２３ 
○狛江消防署 
　　　電話（３４８０）０１１９
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